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１
Taketa Public Relations
広報たけた

今月の誌面ガイド   Lineup

  2  コロナ禍を越えて
　　   竹田市の挑戦は続く
  5  荒城の月 竹田能ウィーク
  6  今回の竹楽は動画でお届け
11  監査公表
12  児童扶養手当が改正されました
26  市長コラム「有由有縁」
27  竹田の「星」再発見③

　　　　　　　　　  （ 前 月 比 ）　
人　口　20,903　人（－   52人 ）
男　性　  9,799　人（－   23人 ）
女　性　11,104　人（－   29人 ）
世帯数　10,095世帯（－   18世帯 ）
※令和２年12月１日現在の住民基本台帳による

人口のうごき

■題字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

未
来
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と

　

つ
な
ぐ
灯
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コ
ロ
ナ
禍
を

　
　  

越
え
て

竹
田
市
の

　  

挑
戦
は
続
く

　

全
世
界
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
す
る
中
、
竹
田
市
で
も

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
・
延
期
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、「
世
界
の
中
の
竹
田
」を
目
指
し
て
多
く
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
に
行
わ
れ
た
取
り
組
み
を

一
部
紹
介
し
ま
す
。

③

② ①

④

『
世
界
の
中
の
竹
田
』を
目
指
し
て
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①10月にオープンした歴史文化館「由学館」。岡城や岡藩の歴史がわか
る展示や、豊後南画などの企画展示を行っているほか、市民ギャラ
リーでは市民による絵画や写真展が開かれています。

　（撮影：川澄・小林研二写真事務所　浜田昌樹）
②岡城AR事業により、スマホ越しに昔日の岡城の姿を見ることができ

るようになりました。石垣の清掃や除草作業も行い、魅力的な岡城
を楽しむことができます。

③城下町交流プラザは、由学館と同じく隈研吾氏の設計です。城下町
の中心にある市民の交流の場として、音楽会やマルシェなどさまざ
まなイベントに活用されています。

④天空の展望公園は８月にオープンしました。阿蘇五岳の雄大な自然
を背景に、DRUM TAOの力強い演奏を楽しむことができます。

⑤坂茂氏設計のクアパーク長湯。炭酸泉のお湯を贅沢に楽しむことが
できます。温泉利用型健康増進施設（連携型）としても認定されまし
た。大分大学の学生たちが、SNSやアバターなどを利用したPRにも取
り組んでいます。

⑥1990年７月豪雨を契機として、竹田水害緊急治水ダム建設事業が翌
年採択されました。玉来ダムは今年８月に18万㎥の堤体のうち10万
㎥の打設を達成。2022年度の完成を目指します。

⑦プッチーニのオペラ「蝶々夫人」のモデルになったのは、竹田出身の
オカネさんだといわれています。彼女の足跡を追おうと、「マダム・
バタフライ」プロジェクトが立ち上がりました。

⑧竹田産のホップを使用した地ビール「IBUKIゴールデンエール」
⑨残念ながら中止となってしまった竹楽。今年は動画でお届けします。

⑤

⑥

⑨

⑦

⑧
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新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
新
し
い
生
活
様
式

を
実
践
し
、
感
染
防
止
対
策
の
徹
底

を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
〉

①
マ
ス
ク
の
着
用　

②
こ
ま
め
な
手
洗
い
・
手
指
消
毒

③
人
と
の
間
隔
２
ｍ（
最
低
１
ｍ
）

④
こ
ま
め
な
換
気（
室
温
18
℃
以
上
）

と
加
湿（
湿
度
40
％
以
上
）

⑤
人
混
み
を
避
け
る

〈
会
食
の
場
面
〉

◎
対
面
を
避
け
斜
め
に
座
る

◎
食
事
中
は
話
さ
な
い

◎
回
し
飲
み
や
箸
の
共
用
を
避
け
る

〈
買
い
物
の
場
面
〉

◎
少
人
数
で
素
早
く
済
ま
せ
る

◎
む
や
み
に
商
品
を
触
ら
な
い

◎
レ
ジ
に
並
ぶ
と
き
は
ス
ペ
ー
ス
を

と
る

◆
発
熱
等
が
あ
る
場
合
の
医
療
機
関

へ
の
受
診
の
し
か
た

　

必
ず
、
事
前
に「
か
か
り
つ
け
医

な
ど
の
身
近
な
医
療
機
関
」に
電
話

で
相
談
し
、
医
療
機
関
の
指
示
に

従
っ
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

相
談
先
に
迷
う
場
合
は
、
24
時

間
対
応
の
受
診
相
談
セ
ン
タ
ー（
☎

０
９
７
―

５
０
６
―

２
７
５
５
）へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

患
者
が
発
生
し
た
場
合

　

保
健
所
に
よ
り
、
疫
学
調
査
に

基
づ
く
濃
厚
接
触
者
の
把
握
と
健

康
観
察
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
保

健
所
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

濃
厚
接
触
者
と
は
…

　

患
者
が
発
症
し
た
２
日
前
か
ら

接
触
し
た
者
の
う
ち
、
左
記
に
該

当
す
る
者

●
患
者
と
同
居
あ
る
い
は
長
時
間

の
接
触（
車
内
、
航
空
機
内
等
を

含
む
）が
あ
っ
た
者

●
手
で
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
距

離（
目
安
は
１
ｍ
）で
、
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
い
な
い
、
適
切
な
手
指

消
毒
を
し
て
い
な
い
な
ど
の
感
染

予
防
策
な
し
で
、
患
者
と
15
分
以

上
の
接
触
が
あ
っ
た
者

※
正
し
く
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
こ

ま
め
に
手
洗
い
・
手
指
消
毒
を
す

る
こ
と
が
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

問
保
険
健
康
課　

☎
63
―

４
８
１
０

　

12
月
８
日
、
市
内
で
４
月
以
来
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
市
で
は
８
日
に

第
７
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

本
部
会
議
を
開
催
し
、
行
事
の
開
催

の
有
無
、
市
の
施
設
や
学
校
で
の
感

染
防
止
対
策
の
再
徹
底
な
ど
を
話
し

合
い
ま
し
た
。

　

感
染
の
防
止
に
は
、
個
人
の
予
防

対
策
が
不
可
欠
で
す
。
年
末
年
始
は

人
の
移
動
や
密
集
状
況
が
発
生
し
や

す
く
な
る
た
め
、
十
分
な
注
意
が
必

要
で
す
。

　

最
新
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

新
し
い
年
も

　

感
染
症
防
止
対
策
の
徹
底
を
‼

新型コロナウイルス感染者の
排出するごみについて 
　家庭内で、新型コロナウイルス感染者が出た場合、感染
者が使用したものはすべてビニール袋に入れ、口を固く
縛ったうえで市指定の燃えるごみ袋に入れ、袋が二重の状
態にして出してください。
　また、感染者が飲用した空のペットボトルや廃プラ等は
資源ごみとせず、ビニール袋に入れ口を固く縛ったうえで、
蓋も含めすべてを燃えるごみとして出してください。
　缶及び燃えないごみは、感染の可能性がある期間はごみ
として出さず自宅で保管してください。

使用済みのマスクは袋に入れて廃棄してください 
　感染者でない方であっても、無症状の感染者である可能
性があるため、使用済みのマスクは一度別の袋に入れ、口
を縛ったうえで市指定の燃えるごみ袋に入れ、袋が二重の
状態にして出してください。
　廃棄物の処理業者の方への感染が確認されており、ごみ
の収集が停止した市町村があります。業者の方が感染した

場合、市全域でごみ
の回収が困難になり
ます。感染防止に努
めましょう。
問市民課環境対策室
　☎63-4821

竹
田
市
内
で

　 

再
び
感
染
者

↑対策本部会議の様子

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策



5 2021年１月発行

　

岡
藩
主
中
川
公
も
愛
好
し
た
、
武

士
気
質
で
素
朴
か
つ
豪
放
な
芸
風
の

喜
多
流
の
能
。
竹
田
の
ま
ち
に
佇
む

能
舞
台
も
、
戦
後
活
躍
し
た
喜
多
流

の
能
楽
師
・
塩し

お

津つ

清き
よ

人と

を
記
念
し
建

て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

昭
和
56
年
よ
り
過
去
31
回
に
わ
た

り
開
催
さ
れ
、
最
盛
期
に
は
一
度
に

千
人
以
上
の
お
客
さ
ま
を
お
迎
え
し

た
竹
田
薪
能
を
、
新
し
い
生
活
様
式

に
対
応
し
た
形
で
、
能
ウ
ィ
ー
ク
と

し
て
お
届
け
し
ま
す
。

　

演
能
で
実
際
に
使
用
し
た
能
面
や

装
束
の
特
別
展
示
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
二
次
元
コ
ー
ド
化
や
ラ
イ
ン
を
活

用
し
た
日
英
同
時
解
説
な
ど
も
行
わ

れ
ま
す
。

※
各
公
演
、展
示
等
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
予
約
制
で
、
無
料
で
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
、
密
に

な
ら
な
い
よ
う
会
場
を
分
散
し
、
人

数
に
制
限
を
設
け
て
い
ま
す
。
演
能

日
時
は
、
天
候
等
に
よ
り
変
更
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

⑴
中
川
公
の
愛
し
た
水
上
舞
台
薪
能

鑑
賞

日
時　

１
月
25
日
㈪　

午
後
４
時
30

分
開
場
、
４
時
50
分
開
演

場
所　

三
日
月
岩
前
水
上
舞
台

定
員　

30
人
程
度

⑵
岡
藩
菩
提
寺
で
の
蝋ろ

う

燭そ
く

能
鑑
賞

　

蝋
燭
の
炎
の
揺
ら
め
き
の
中
に
幽

玄
の
世
界
が
浮
か
び
上
が
る
幻
想
的

な
世
界
観
を
演
出
し
ま
す
。

日
時　

1
月
26
日
㈫　

午
後
４
時
10

分
開
場
、
４
時
30
分
開
演

場
所　

碧
雲
寺

定
員　

30
人
程
度

⑶
演
能
風
景
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
展
示

日
程　

１
月
27
日
㈬
～
２
月
２
日
㈫

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

城
下
町
交
流
プ
ラ
ザ
、
竹
田

創
生
館

定
員　

１
時
間
に
10
人
程
度

⑷
能
の
祝
言
小
謡
鑑
賞

日
程　

１
月
27
日
㈬
～
２
月
２
日
㈫

場
所　

塩
津
清
人
記
念
能
舞
台

内
容　

午
後
１
時
と
３
時
の
２
回

定
員　

１
回
に
つ
き
10
人
程
度

⑸
能
面
・
装
束
展

日
時　

１
月
27
日
㈬
～
２
月
２
日
㈫ 

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

城
下
町
交
流
プ
ラ
ザ

定
員　

１
時
間
に
10
人
程
度

主
催　

竹
田
薪
能
実
行
委
員
会

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

ま
た
は
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら

お
申
し
込
み

http://tkt-nw
.com

　

11
月
30
日
、
本
庁
舎
で
竹
田
ジ
ビ

エ
の
商
品
化
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
生
産
額
県
内
1
位
の
竹
田
市

で
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
等
鳥
獣
に

よ
る
農
作
物
被
害
は
年
間
２
千
万
円

を
超
え
て
い
ま
す
。
竹
田
ジ
ビ
エ
と

し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
も
出
品
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に

捕
獲
頭
数
を
増
や
し
て
農
業
被
害
額

を
減
ら
す
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。

たけたんトピックス

荒
城
の
月   

竹
田
能
ウ
ィ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

１
月
25
日
㈪
～
２
月
２
日
㈫

竹
田
の
民
謡  

次
代
へ
伝
え
た
い

　
　

  

第
10
回　

民
謡
と
踊
り
の
祭
典

竹
田
ジ
ビ
エ  

ブ
ラ
ン
ド
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
も

　

11
月
29
日
、グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
廉

太
郎
ホ
ー
ル
で
、
第
10
回
民
謡
と
踊

り
の
祭
典
が
開
か
れ
ま
し
た
。
多
く

の
観
客
が
訪
れ
、
踊
り
や
唄
、
演
奏

に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

竹
田
市
民
謡
民
舞
連
盟
の
佐
藤
文

男
会
長
は「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
多
く

の
市
民
の
方
に
見
に
来
て
い
た
だ

き
、と
て
も
嬉
し
い
。
10
回
は
節
目

の
年
な
の
で
、こ
こ
ま
で
開
催
で
き

て
良
か
っ
た
。
今
後
は
若
い
人
た
ち

に
、
伝
統
を
継
い
で
い
っ
て
も
ら
い

た
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　捕獲したイノシシやシカは、２時間以内に解体、血
抜きを行うので臭みはなく、すぐにおいしく食べる
ことができます。今まで苦手意識のあった若い人た
ちにもぜひ食べてもらいたい。

解体・血抜きを担当する
竹田オーストリッチファーム

吉
き

良
ら

  富
とみ

伯
のり

さん

↑佐藤会の舞台の様子

竹田市民謡民舞連盟
佐藤文男会長

↑2013年の舞台の様子
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12
月
10
日
、
日
本
善
行
会
の
表
彰

伝
達
式
が
本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

４
人
が
受
賞
し
、
副
市
長
よ
り
賞
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
・
授
賞
理
由
）

渡
邉　

征
士（
青
少
年
の
健
全
育
成
）

坂
梨　

寿
男（
郷
土
の
文
化
財
の
維

持
保
存
）

原
山　

僚
子（
社
会
福
祉
に
貢
献
）

奥
村　

英
一（
郷
土
の
文
化
財
の
維

持
保
存
）

九
州
財
務
局　

大
津
俊
哉
局
長

　

大
津
局
長
は
、「
地
方
創
生　

新

た
な
視
点
」と
題
し
、
前
任
の
内
閣

官
房
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本

部
の
企
画
担
当
参
事
官
時
代
の
経
験

か
ら
、
地
方
創
生
に
成
功
し
た
自
治

体
の
事
例
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

官
民
が
協
力
し
て
の
地
元
の
人
材

を
活
用
し
た
町
お
こ
し
の
成
功
例
や
、

副
業
制
度
を
利
用
し
た
交
流
人
口
を

つ
く
り
、
地
方
に
移
住
す
る
予
備
軍

と
な
る
人
た
ち
を
増
や
し
て
い
っ
た

事
例
な
ど
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
後
も
人
口
が
減
少
し
て
い
く
竹

田
市
に
と
っ
て
、
地
方
創
生
は
大
き

な
課
題
と
な
り
ま
す
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社

５
Ｇ
＆
Ｉ
ｏ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
本
部　

根
来
昌
宏
部
長

　

根
来
部
長
は「
先
端
技
術
を
活
か

し
た
社
会
貢
献
」と
題
し
た
講
演
で
、

書
類
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、
印
鑑
の

廃
止
を
は
じ
め
と
し
た
、
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
紹

介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
下
の
新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し

た
、
マ
ス
ク
を
付
け
た
ま
ま
で
の
顔

認
証
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
遠
隔
地
か
ら

の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
書
類
編
集
な
ど

も
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る

採
用
一
次
面
接
な
ど
も
手
掛
け
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
竹
楽
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
竹
楽
代
替
事
業 

「
原
点

回
帰
・
未
来
に
の
こ
し
た
い
も
の
」

と
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
洞
窟
礼
拝
堂
、

広
瀬
神
社
な
ど
の
場

所
に
竹
灯
籠
を
設
置
し
、

動
画
の
撮
影
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
城

下
町
交
流
プ
ラ
ザ
で
は
、

城
下
町
賑
わ
い
Ｗ
Ｅ
Ｅ

Ｋ
が
開
催
さ
れ
、
里
山

保
全
の
活
動
や
こ
れ
ま

で
の
竹
楽
の
歴
史
な
ど

に
つ
い
て
の
展
示
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

城
下
町
の
未
来
と
今
後
の
竹
楽
に
つ

い
て
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

動
画
は
３
月
頃
に
公
開
予
定
で
す
。

豚
肉
を
お
い
し
く
食
べ
て

養
豚
協
会
が
豚
肉
85
㎏
提
供

　

11
月
24
日
、
本
庁
舎
で
大
分
県
養

豚
協
会
が
学
校
給
食
用
に
、
豚
肉

ロ
ー
ス
85
キ
ロ
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

竹
田
市
は
豚
肉
産
出
額
が
35
億
円

で
、
県
内
第
１
位
。
養
豚
協
会
は
、

消
費
拡
大
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
毎
年
豚
肉

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
例
年
は
学
校

で
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
給
食
を
食

べ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
、
市
役
所
で
の
贈
呈
式
の
み
と
な

り
ま
し
た
。

  

「
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」

と
養
豚
協
会
の
工
藤
厚
憲
会
長
。
提

供
さ
れ
た
豚
肉
は
、
26
日
、
27
日
の

学
校
給
食
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

↑クレーンを使っての動画撮影

↑大津俊哉局長

↑左から渡邉征士さん、坂梨寿男さん、原山僚子さん、
　奥村英一さん

↑市長に目録を手渡す養豚協会の皆さん

↑根来昌宏部長

日
本
善
行
会 

４
人
が
表
彰

2021
年
の
開
催
を
祈
っ
て

今
回
の
竹
楽
は
動
画
で
お
届
け

地
方
創
生
講
演
会
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たけたんトピックス

　

11
月
26
日
、
白
丹
小
学
校
の
４
年

生
３
人
が
、
社
会
見
学
と
し
て
稲
葉

ダ
ム
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

稲
葉
ダ
ム
は
昭
和
57
年
と
平
成
２

年
に
本
市
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
を
機

に
事
業
が
計
画
さ
れ
、
平
成
15
年
３

月
に
本
体
工
事
に
着
手
し
、
平
成
22

年
６
月
に
本
格
運
用
を
開
始
。
今
年

で
竣
工
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

児
童
た
ち
は
、
管
理
棟
で
稲
葉
ダ

ム
の
こ
と
や
過
去
の
災
害
に
つ
い
て

学
ん
だ
あ
と
、
堤
体
内
部
の
点
検
に

使
う
監
査
廊
を
通
り
、
ダ
ム
内
部
を

見
学
し
ま
し
た
。「
ど
れ
く
ら
い
の

水
が
貯
め
ら
れ
る
の
？
」 「
ダ
ム
は

い
つ
で
き
た
の
？
」な
ど
熱
心
に
質

問
を
し
、
興
味
深
そ
う
に
見
学
を
し

て
い
ま
し
た
。

　

見
学
後
、
島し

ま

村む
ら

音お
と

羽は

さ
ん
は「
ダ

ム
の
役
割
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
ダ
ム
の
下
に
も

入
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で

す
」と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

  

「
魚
住
の
滝
」は
、
１
９
２
７
年
に

選
定
さ
れ
た「
日
本
百
景
」に
も
選
ば

れ
る
な
ど
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
た
名め

い

瀑ば
く

布ふ

で
す
。
九
州
電
力
が
竹
田
調
整

池
堰（
通
称
：
竹
田
ダ
ム
）、
竹
田
発

電
所
の
工
事
を
す
る
こ
と
で
取
水
を

停
止
し
て
お
り
、
幻
の「
魚
住
の
滝
」

が
復
活
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
改
造
工
事
を
行
う
竹
田
ダ
ム

は
、
安
全
か
つ
確
実
な
放
流
が
で
き

る
堰せ

き

を
目
指
し
た
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。
九
州
電
力
の
水
力
開
発

総
合
事
務
所
の
水
口
副
長
に
よ
る

と
、「
ゲ
ー
ト
を
２
メ
ー
ト
ル
上
部

に
引
き
上
げ
放
流
能
力
を
向
上
さ
せ

る
と
と
も
に
、
流
木
を
安
全
に
誘
導

す
る
設
備
を
設
置
す
る
」と
の
こ
と
。

２
０
２
０
年
３
月
に
工
事
を
開
始
し

て
お
り
、
２
０
２
２
年
度
内
の
完
成

を
目
指
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

同
時
に
、
ダ
ム
か
ら
水
を
取
り
、

水
力
発
電
を
行
っ
て
い
る
竹
田
発
電

所
も
、
１
９
５
５
年
の
運
転
開
始
か

ら
65
年
経
ち
、
設
備
が
老
朽
化
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
発
電
施
設
や

導
水
路
の
取
り
替
え
、
補
強
を
行
う

こ
と
で
、
最
大
取
水
量
を
増
や
し
、

発
電
出
力
を
従
来
の
最
大
７
０
０
０

キ
ロ
ワ
ッ
ト
か
ら
８
３
０
０
キ
ロ

ワ
ッ
ト
へ
と
増
加
さ
せ
る
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。
年
間
の
発
電
電
力

量
も
３
２
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
か
ら

３
６
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
へ
と
増
加

す
る
見
込
み
で
、
お
よ
そ
１
万
２
千

世
帯
分
の
電
気
を
ま
か
な
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

九
州
電
力
は
、
今
後
も
地
球
温
暖

化
へ
の
対
応
や
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
有

効
活
用
の
観
点
か
ら
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な
開
発
、
導
入

に
努
め
て
い
く
そ
う
で
す
。

幻
の『
魚
住
の
滝
』現
れ
る

竹
田
ダ
ム
改
造
工
事
・
竹
田
発
電
所
再
開
発
工
事
の
た
め

白
丹
小
４
年
生
が
見
学

↑「日本百景」にも選ばれた魚住の滝

↑水門の工事をしています

↑設備を取り替え中の竹田発電所

↑過去の水害について学びます

↑楽しい社会見学でした ↑ダムの水門を管理する場所です　

稲
葉
ダ
ム
10
周
年　
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11
月
30
日
、
本
庁
舎
で
竹
田
高
校

の
生
徒
４
人
か
ら
、
全
国
大
会
の
出

場
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
庁
し
た
の
は
、
第
11
回
全
国
高

等
学
校
選
抜
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
選
手
権
大
会
に
出
場
す
る
本ほ

ん

田だ

陽は
る

葵き

さ
ん
、
浦う

ら

松ま
つ

沙さ

妃き

さ
ん
、
三み

浦う
ら

実み
の

莉り

さ
ん
、
福
沢
諭
吉
記
念
第
59
回
全

国
高
等
学
校
弁
論
大
会
に
出
場
す
る

菅か
ん

祐ゆ
う

斗と

さ
ん
。

　

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
、
県
大
会
で
男

子
２
位
、
女
子
１
位
、
２
位
と
好
成

績
で
の
全
国
出
場
。
菅
さ
ん
は
、
祖

母
か
ら
聞
い
た
殉
空
の
碑
に
つ
い
て

弁
論
を
行
い
、
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま

し
た
。

※
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
大
会
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

　

12
月
11
日
、
長
湯
温
泉
ク
ア
ハ
ウ

ス
で
、
温
泉
利
用
型
健
康
増
進
施
設

（
連
携
型
）運
用
開
始
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
厚
生
労
働
省
が
定

め
る
基
準
を
満
た
し
た
、
温
泉
を
利

用
し
た
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
施
設

の
こ
と
で
、
条
件
を
満
た
せ
ば
、
医

療
費
の
所
得
税
控
除
申
請
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
市
で
は
、
平
成
29

年
に「
御
前
湯
」と「
Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海

洋
セ
ン
タ
ー
」が
同
認
定
を
受
け
て

お
り
、
３
つ
の
施
設
を
核
と
し
て
、

官
民
一
体
と
な
っ
た
温
泉
地
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
日
は
、
大
分
大
学
経
済

学
部
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
科
、

渡
邊
ゼ
ミ
の
学
生
ら
に
よ
る
、
長
湯

温
泉
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
発
表
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
11

月
に
行
っ
た
、
遠
隔
操
作
ロ
ボ
ッ
ト

「
ア
バ
タ
ー
」を
活
用
し
た
入
浴
指
導

な
ど
に
よ
る
長
湯
温
泉
Ｐ
Ｒ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
報
告
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
基

に
、
長
湯
が
一
体
に
な
っ
て
の
長
期

滞
在
の
た
め
の
魅
力
作
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
を
活
用
し
た
利
用
客
に
よ
る
情

報
発
信
を
促
す
な
ど
、
Ｐ
Ｒ
方
法
の

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
若
者
な
ら
で
は
の
視
点
か

ら
、
地
域
の
方
と
協
力
し
て
長
湯
温

泉
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
そ
う
で

す
。

　

和
田
響
矢
く
ん（
竹
田
小
６
年
）が
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
カ
ッ
プ
第
１

回
全
日
本
テ
コ
ン
ド
ー
プ
ム
セ
オ
ン

ラ
イ
ン
選
手
権
大
会
で
、
小
学
生
男

子（
10
歳
以
上
）有
級　

個
人
規
定
プ

ム
セ
の
部
で
２
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
で
緊
張
し
た
そ
う
で
す
が
、
見

事
な
成
績
を
収
め
た
和
田
く
ん
。「
来

年
は
1
位
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま

す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ガ
ニ
湯
で
お
茶
会

　

11
月
15
日
、
長
湯
温
泉「
ガ
ニ
湯
」

で
、
竹
田
ア
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
主
催

の
茶
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。「
ガ
ニ

湯
」の
横
に
は
日
田
杉
を
使
っ
た
可

動
式
茶
室
が
た
ち
、
地
元
の
方
や
観

光
客
を
驚
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

茶
主
は
長
湯
で
創
作
活
動
を
行
う

ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
甲
斐
哲
哉
さ
ん
。

自
作
の
陶
器
や
茶
葉
で
参
加
者
を
も

て
な
し
ま
し
た
。「
作
法
も
何
も
な

し
。
気
楽
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」の

言
葉
ど
お
り
、
参
加
者
た
ち
は
お
い

し
い
お
茶
に
舌
鼓
を
打
ち
、
晩
秋
の

長
湯
を
散
策
し
て
自
然
観
察
を
行
っ

た
り
、
足
湯
に
つ
か
っ
た
り
な
ど
、

穏
や
か
な
時
間
の
流
れ
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

↑賞状とメダルを持って笑顔の
和田響矢くん↑全国大会に出場する竹田高校生たち

↑認定証が手渡されました

↑ガニ湯でお茶を楽しむ皆さん

↑学生たちによる発表の様子

竹
田
高
校
生
４
人
が
全
国
へ

テ
コ
ン
ド
ー  

全
国
２
位

　
　
　
　
　
　

  

和わ

田だ  

響お
と

矢や

く
ん

長
湯
温
泉
ク
ア
ハ
ウ
ス

　

温
泉
利
用
型
健
康
増
進
施
設
認
定

大
分
大
学
生
が
活
用
方
法
を
提
案
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12
月
２
日
、
市
総
合
運
動
公
園
で
、

佐
伯
河
川
国
道
事
務
所
管
内
雪
寒
対

応
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

道
路
の
積
雪
や
凍
結
に
よ
り
、
道

路
上
で
立
ち
往
生
し
た
車
両
に
よ
っ

て
、
交
通
渋
滞
や
通
行
止
め
が
引
き

起
こ
さ
れ
る
た
め
、
関
係
機
関
や
災

害
時
協
力
業
者
な
ど
の
連
携
し
た
対

応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

出
発
式
で
は
、
融
雪
剤
散
布
車
な

ど
、
実
際
に
対
応
す
る
車
両
の
点
検

と
出
発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
後
は
積
雪
時
の
交
通

障
害
の
発
生
に
対
し
適
切
か
つ
迅
速

に
対
応
す
る
た
め
、
災
害
対
策
基
本

法
に
基
づ
く
車
両
移
動
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

12
月
６
日
、
第
74
回
と
な
る
駅
伝

競
走
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
無
観
客
で
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
が
、
選
手
た
ち
は

稲
葉
ダ
ム
周
回
コ
ー
ス
を
力
い
っ
ぱ

い
走
り
抜
け
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
総
合
】

優
勝　

久
住
Ａ（
57
分
27
秒
）

２
位　

豊
岡
Ａ（
59
分
52
秒
）

３
位　

直
入　
（
１
時
間
２
分
24
秒
）

【
Ｂ
部
】　

優
勝　

宮
砥　
（
１
時
間
５
分
29
秒
）

２
位　

菅
生　
（
１
時
間
８
分
59
秒
）

３
位　

城
原　
（
１
時
間
11
分
43
秒
）

　

12
月
５
日
、
市
総
合
運
動
公
園
で
、

少
年
少
女
駅
伝
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
児
童
た
ち
は
元
気
な
走
り
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

５
年
女
子
の
部　

１
位

多た

田だ　

陽ひ

葵ま
り（
５
分
40
秒
・
直
入
小
）

５
年
男
子
の
部　

１
位

工く

藤ど
う　

遼り
ょ
う
や也（
５
分
36
秒
・
南
部
小
）

６
年
女
子
の
部　

１
位

柏か
し
わ
ぎ
木　

美み
こ虹（
５
分
53
秒
・
直
入
小
）

６
年
男
子
の
部　

１
位

馬ば
ば場　

奏か
な
多た（
５
分
18
秒
・
直
入
小
）

たけたんトピックス／竹田温泉「花水月」意見募集

↑ゴールテープを切る総合優勝の
　久住Aチーム

↑懸命に走る児童たち

積
雪
に
そ
な
え
て

佐
伯
河
川
国
道
事
務
所
が
雪
寒
対
応
出
発
式

竹田温泉「花水月」意見募集
花水月の施設運営管理に関して、市民の皆さまの意見を募集

します。募集期限は１月31日㈰です。

　10月９日から12月９

日にかけて、花水月の利

用者に対し赤字経営であ

ることをお伝えしたうえ

で、今後の施設運営に関

して４択式のアンケート

を実施しました。市内

310人、市外240人の計550人の利用者から回答がありました。

　結果は、「温泉のほかに新事業で魅力の向上を図る」が最も多

く47％で、続いて営業時間や日数削減が18％、民間への売却・

貸与が15％、休館・廃止は１％でした。

　自由記入欄にも多くの声が寄せられ、「飲食や健康増進のた

めのフィットネスや温水プールなど、施設の魅力向上に努める

べき」などの意見もありました。

　今後の施設運営に関して、市民の皆さまの意見を広く募集し

ます。下記の宛先までお寄せください。

宛先　〒 878-0011 竹田市大字会々 2250 番地 1　
　　　竹田温泉「花水月」内　商工観光課宛
　　　E-mail:kanko@city.taketa.lg.jp

第
47
回
竹
田
市
少
年
少
女

駅
伝
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

第
74
回  

竹
田
市
駅
伝
競
走
大
会

稲
葉
ダ
ム
10
周
年
記
念
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大分県内の都市及び全国類似団体の財政状況（普通会計）についてお知らせします

大分県内の都市及び全国類似団体の財政状況（普通会計）についてお知らせします
〈竹田市の財政状況はどうなのか、他の自治体との比較でお知らせします〉

〇経常収支比率について（令和元年度）
　経常収支比率とは、人件費（職員などの給料など）や扶助費（社会福祉に使われるお金）、公債費（借金の返済
に使われるお金）のように毎年必ず必要な支出とそれを賄う毎年収入される一般財源（税収や地方交付税など）
の割合を示す指数で、毎年必要な支出を毎年入る一般財源で賄ったときにどれくらい一般財源に余りが出るの
かを表す数値です。
　数値は低いほど、一般財源に余りが出るので臨時的に施設整備などの経費にまわせます。　　　（単位：％）

大分市 別府市 中津市 日田市 佐伯市 臼杵市 津久見市 竹田市 豊後高田市 杵築市 宇佐市 豊後大野市 由布市 国東市
経常収
支比率 95.1 97.4 98.7 95.3 99.6 94.4 97.7 96.8 95.8 100.9 96.6 94.4 95.8 97.6

〇地方債残高（借金残）（令和元年度）　※市立こども診療所特別会計を含む　　　　　　　　　 （単位：百万円）
大分市 別府市 中津市 日田市 佐伯市 臼杵市 津久見市 竹田市 豊後高田市 杵築市 宇佐市 豊後大野市 由布市 国東市

地方債
残　高 168,364 34,858 40,751 35,124 49,433 27,186 11,151 16,818 15,718 24,726 29,362 22,853 22,471 20,194

〇積立金現在高（貯金残）（令和元年度）　※市立こども診療所特別会計を含む　　　　　　　　 （単位：百万円）
大分市 別府市 中津市 日田市 佐伯市 臼杵市 津久見市 竹田市 豊後高田市 杵築市 宇佐市 豊後大野市 由布市 国東市

積立金
現在高 27,409 10,948 9,379 14,110 20,877 8,169 3,250 7,871 9,892 8,206 14,161 19,130 5,775 14,807

〇類似団体比較（市民１人当たりの借金（地方債残高）と貯金（財政調整基金）過去５年間）　　　　　（単位：円）
平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

竹 田 市 借 金 699,639 669,173 644,414 659,660 734,481 竹 田 市 貯 金 157,717 172,679 169,835 150,870 145,622
類似団体借金 545,383 580,821 628,456 636,472 642,973 類似団体貯金 72,747 85,032 80,470 78,364 75,654

問財政課　☎63-1111（内線231・232）

経常収支比率

大分市 別府市 中津市 日田市 佐伯市 臼杵市 津久見市 竹田市 豊後高田市 杵築市 宇佐市 豊後大野市 由布市 国東市
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地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
４
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
２
年
８
月

か
ら
10
月
ま
で
の
各
月
に
お
い
て
、

市
長
部
局
、
教
育
委
員
会
及
び
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
の
監
査
を
実
施

し
た
の
で
、
同
条
第
９
項
の
規
定
に

よ
り
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
共
通
事
項

　

財
務
事
務
に
関
す
る
監
査
に
つ
い

て
は
事
前
に
精
査
を
し
、
監
査
当
日

は
証
書
類
及
び
そ
の
他
関
係
書
類
等

の
審
査
を
行
い
、
処
理
に
つ
い
て
修

正
が
必
要
な
箇
所
は
改
善
す
る
よ
う

指
導
し
た
。

市
長
部
局

■
財
政
課

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
地
方
経
済
へ
の
影
響
が
危
惧
さ

れ
る
中
、
今
後
の
厳
し
い
財
政
状
況

を
見
通
し
、よ
り
一
層
の
財
政
健
全

化
に
取
り
組
み
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
で
安
定
的
な
財
政
運
営
を
要

望
す
る
。

■
竹
田
保
育
所

　

保
育
理
念
に
掲
げ
る「
入
園
児
童

の
心
身
と
も
に
健
や
か
な
育
成
の
た

め
、
最
低
基
準
を
超
え
た
設
備
及
び

運
営
の
向
上
に
努
め
、
各
種
の
保
育

事
業
に
取
り
組
み
、
入
園
児
童
一
人

ひ
と
り
を
大
切
に
し
、
保
護
者
か
ら

も
信
頼
さ
れ
る
保
育
所
を
目
指
す
」

に
向
け
て
、
家
庭
・
地
域
と
の
連
携

を
図
り
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ま
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

■
農
政
課

　

本
市
の
農
林
業
者
が
将
来
に
わ
た

り
安
定
し
た
経
営
を
持
続
し
て
い
く

た
め
に
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
多

様
な
政
策
を
連
携
さ
せ
、
農
林
業
の

経
営
力
強
化
に
一
層
取
り
組
ま
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。

　

市
は
、
公
の
施
設
の
管
理
に
関
す

る
権
限
を
指
定
管
理
者
に
委
任
し
た

場
合
は
そ
の
行
使
に
つ
い
て
、
設

置
者
と
し
て
必
要
な
指
示
や
監
督
を

行
う
重
大
な
責
務
が
あ
る
。
改
め
て
、

市
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
目
的
の
た

め
の
指
定
管
理
者
制
度
を
有
効
に
活

用
さ
れ
る
よ
う
一
層
の
取
り
組
み
を

要
望
す
る
。

■
畜
産
振
興
室

　

畜
産
業
全
般
の
経
営
安
定
を
図
る

た
め
に
、
国
や
県
の
制
度
を
活
用
し

な
が
ら
積
極
的
な
指
導
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、ヘ
ル
パ
ー
制
度
を
は
じ

め
と
す
る
人
員
の
確
保
に
引
き
続
き

取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
会
計
課

　

基
金
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
地
方

財
政
法
第
４
条
の
３
第
３
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
基
本
方
針
に
、
厳
正
か

つ
確
実
な
方
法
に
よ
る
運
用
に
一
層

取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
契
約
検
査
室

　

公
共
工
事
並
び
に
物
品
や
業
務
委

託
の
入
札
業
務
、
建
築
工
事
の
検
査

処
理
に
対
す
る
市
民
の
信
頼
の
確
保

と
、こ
れ
を
請
け
負
う
建
設
業
と
そ

の
他
業
者
の
健
全
な
発
展
を
図
る
一

層
の
取
り
組
み
を
要
望
す
る
。

■
荻
支
所

　

市
は
、
公
の
施
設
に
係
る
管
理
権

限
の
行
使
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ

た
場
合
は
そ
の
行
使
に
つ
い
て
、
設

置
者
と
し
て
必
要
な
指
示
や
監
督
を

行
う
重
大
な
責
務
が
あ
る
。
改
め
て
、

市
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
目
的
の
た

め
の
指
定
管
理
者
制
度
を
有
効
に
活

用
さ
れ
る
よ
う
一
層
の
取
り
組
み
を

要
望
す
る
。

　

荻
支
所
が
自
主
的
に
定
め
て
い
る

「
支
所
の
基
本
的
方
針
」を
基
に
、
職

員
全
員
が
共
通
認
識
を
持
ち
目
的
達

成
と
問
題
解
決
に
一
層
取
り
組
ま
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

教
育
委
員
会

■
教
育
総
務
課

　

社
会
全
体
が
長
期
に
わ
た
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
共
に

生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
の
中
、こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
達
が

健
康
で
安
全
な
学
習
や
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
、
教
育
環
境
整
備
に
よ
り

柔
軟
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う

要
望
す
る
。

■
学
校
教
育
課

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
応
し
た
学
習
環
境
の
中
で
、
児
童

生
徒
一
人
ひ
と
り
の「
学
び
の
保
障
」

を
十
分
に
尊
重
し
、
学
校
教
育
な
ら

で
は
の
活
力
あ
る
共
同
生
活
が
送
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

■
竹
田
幼
稚
園

　

教
育
目
標
の「
心
豊
か
で
、た
く

ま
し
い
子
ど
も
の
育
成
」に
向
け
て
、

家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関
と
の
連
携

を
図
り
更
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

■
南
部
幼
稚
園

　

教
育
目
標
の「
心
豊
か
で
、た
く
ま

し
く
生
き
る
子
ど
も
の
育
成
」に
向

け
て
、
家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
り
更
に
取
り
組
ま
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。

■
直
入
幼
稚
園

　

教
育
目
標
の「
た
く
ま
し
く
、
心

豊
か
で
、
意
欲
的
な
子
ど
も
の
育

成
」に
向
け
て
、
家
庭
・
地
域
・
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
更
に
取
り

組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー

　

運
営
目
標
の「
組
織
の
力
を
生
か

し
、
竹
田
市
全
体
の
学
校
教
育
の
推

進
に
取
り
組
む
」に
向
け
て
、
大
分

県
・
竹
田
市
・
各
小
中
学
校
と
の
連

携
を
図
り
更
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

■
学
校
給
食
共
同
調
理
場

　

学
校
給
食
法
に
定
め
ら
れ
た
目

標
を
基
に
、「
食
に
関
す
る
指
導
の
充

実
」「
安
全
・
衛
生
管
理
の
充
実
」を

図
り
、
効
率
的
な
運
営
に
努
め
る
と

と
も
に
、「
地
産
地
消
の
推
進
」に
一

層
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

選
挙
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
対
策
に
つ

い
て
は
、
総
務
省
通
知「
選
挙
の
管

理
執
行
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」

に
則
り
、
選
挙
の
管
理
執
行
に
お
け

る
留
意
事
項
を
十
分
に
踏
ま
え
、
選

挙
人
の
投
票
の
機
会
及
び
投
票
に
お

け
る
安
全
・
安
心
の
確
保
に
配
慮
し

た
管
理
執
行
に
努
め
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

問
監
査
事
務
局　

☎
63
―

４
８
１
９

竹
田
市
監
査
委
員

　
　

児　

玉　

淳　

一

　
　

阿　

部　

雅　

彦

監
査
公
表

監査公表
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【お問い合わせ先】   子育て世代包括支援センター「すまいる」（社会福祉課内）　☎63-4823

障害年金を受給しているひとり親家庭が児童扶養手当を受給できるようになります
　児童扶養手当の改正により、令和３年３月分から障害年金を受給している方の児童扶養手当の算出方法が変
わります。

〇見直しの内容（令和３年３月分（令和３年５月支払）から）

　児童扶養手当法の一部を改正し、令和３年３月分から、児童扶養手当の額と障害年金の子の加算部分の額と
の差額を児童扶養手当として受給することができるようになります。

〇手当を受給するための手続き

　既に児童扶養手当受給資格者としての認定を受けている方は、原則、申請は不要です。
  それ以外の方は、児童扶養手当を受給するためには、子育て世代包括支援センター「すまいる」へ申請を行っ
てください。なお、令和３年３月１日㈪より前でも、事前申請できます。

〇支給開始月

　これまで障害年金を受給していたため児童扶養手当を受給できなかった方のうち、令和３年３月１日㈪に支
給要件を満たしている方は、令和３年６月30日㈬までに申請すれば、令和３年３月分の手当から受給できます。
 　令和３年３月分と４月分の手当は、令和３年５月に支払われます。

ひとり親世帯臨時特別給付金の申請はお済みですか？
　新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少したひとり親世帯への支援として、

「ひとり親世帯臨時特別給付金」の申請を受け付けています。
　給付金の対象となる方で申請がまだお済みでない方は、お早めに申請ください。詳しくはお問い合わせください。

児童扶養手当が改正されました  ほか

基本給付
１

基本給付
２（１）

基本給付
２（２）

基本給付
３

追加給付

追加給付

追加給付

＋

＋

給付金不支給
給付金不支給

※１：公的年金給付等受給者（児童扶養手当の認定なし）で、児童扶養手当の認定を受けた場合、公的年金等受給により児童扶養手当の全部
　　　または一部が支給停止となることが想定される方

申請必要

申請必要

申請必要なし

申請必要

申請必要

※１

ここから確認
令和２年６月分児童
扶養手当の受給資格
者（法第４条）か

申請時点で児童扶養
手当の受給資格者
（法第４条）か

新型コロナウイルスの影響を受け
家計が急変し、急変後１年間の収
入見込みが支給制限限度額未満か

令和２年６月分児童扶
養手当を受給している
か（全部支給または一
部支給）

公的年金等受給により
全部支給停止（法第13
条の２）となっている
か

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえいいえ

はい

はい

はい はい

はい

はい

いいえ

公的年金等受給により
全部又は一部支給停止
（法第13条の２）とな
ることが想定されるか

はい

平成30年の収入が支
給制限限度額未満か
（法第９条～第11条）

申請の要否

申請期限
令和３年
２月26日㈮
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放課後児童クラブ利用申込受付／たけたんでんき 地元に収益還元  ほか

　

12
月
４
日
、
荻
げ
ん
き
こ
ど
も
園

で
、
た
け
た
ん
で
ん
き
か
ら
同
園
へ

の
絵
本
の
寄
贈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

た
け
た
ん
で
ん
き
は
、
ま
ち
づ
く

り
た
け
た
株
式
会
社
が
行
う
電
力
事

業
で
、
電
気
の
地
産
地
消
と
電
気
料

金
を
市
内
で
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
地

域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

２
０
１
８
年
か
ら
法
人
向
け
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
、
２
０
２
０
年
７
月

か
ら
、
一
般
家
庭
向
け
の
プ
ラ
ン
や
、

子
育
て
支
援
、
移
住
者
支
援
プ
ラ
ン

も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
電
力
事
業
に
よ
り
得
た

収
益
を
地
元
に
還
元
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
第
一
弾
と
し
て
、
市
内
13
か

所
の
幼
稚
園
や
保
育
所
、
認
定
こ
ど

も
園
へ
絵
本
や
積
み
木
、
遊
具
を
寄

贈
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
地
元
に
収
益
を
還
元
で
き
る

よ
う
事
業
を
推
進
し
て
い
く
と
の
こ

と
で
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
株
式
会
社

☎
64
―

０
１
７
５

　

11
月
16
日
、
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ

ク
ス
か
ら
、「
た
け
た
ん
子
育
て
ブ
ッ

ク　

す
ま
い
る
」の
寄
贈
が
あ
り
ま

し
た
。
官
民
協
働
事
業
と
し
て
、
市

の
提
供
し
た
情
報
を
も
と
に
、
市

内
38
法
人
・
企
業
の
協
賛
を
得
て

２
５
０
０
部
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

紙
面
で
は
、
子
育
て
支
援
に
関
す

る
情
報
が
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
大
変

役
立
つ
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
子
育
て
家
庭
や
子
育
て
支
援
に

関
心
の
あ
る
市
民
な
ど
に
配
布
す
る

予
定
で
す
。

た
け
た
ん
子
育
て
ブ
ッ
ク 
す
ま
い
る

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
２
５
０
０
部
寄
贈

た
け
た
ん
で
ん
き

　

地
元
に
収
益
還
元

↑市長に冊子を手渡す隈本勝久執行役員（左から２
人目）と濱田泰介大分支店長（左から３人目）

↑絵本を手にして喜ぶ園児たち

令和３年度 放課後児童クラブ利用申込受付
　令和３年度の「放課後児童クラブ」の利用申込受付を開始します。
対象児童　保護者が労働等で昼間家庭にいない小学生など
受付期間　１月４日㈪～ 22 日㈮
申　込　先　利用を希望するクラブ

〇市内で開設している放課後児童クラブは次のとおりです。
クラブ名 実施場所 電話番号

竹田こねこクラブ 竹田幼稚園内 ☎63-1186
南部こじかクラブ 南部幼稚園内 ☎63-1104
荻ぷちとまとクラブ 荻げんきこども園隣 ☎68-3056

久住校区学童保育 久住コミュニティー
センター「青空」 ☎090-5382-0972

都野校区学童保育 池ノ口集会所内 ☎77-2155
なおいり児童クラブ なおいりこども園 ☎75-2380
祖峰っ子クラブ 旧祖峰幼稚園 ☎62-2956
城原っ子クラブ 城原小学校 ☎080-8587-4307
菅生放課後児童クラブ 菅生分館 ☎080-2700-1287

豊岡こいぬクラブ 豊岡小学校
ランチルーム内 ☎090-3668-6830

白丹っ子放課後児童
クラブ 白丹公民館

※募集チラシや申込書等は各クラブ、子育て世代包括支援セン
ター「すまいる」（社会福祉課内）、各支所に設置しています。

問子育て世代包括支援センター「すまいる」（社会福祉課内）
　☎ 63-4823
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■１月
木 THU 金 FRI 土 SAT 2021年（令和３年）

市民チャンネルの年末
年始の番組について
　ケーブルテレビの竹田市民
チャンネルは年末年始、特別
編成となりますので、テレビ
の番組表や新聞で番組の確認
をお願いします。
問ケーブルネットワークセン

ター　☎63-4832

1 元日 2

7 8 9
・竹田温泉「花水月」休館日 ・健幸運動教室 13:30-14:30

　（竹田市総合社会福祉センター）
☎75-3456（竹田市総合インス
トラクター協会）

・「古田実と仲間たち　版画作
品」展（～17日㈰）※観覧無料 
☎63-2200（歴史文化館）

・大分公証人合同役場 出張無
料相談会 9:00-11:00（竹田市
総合社会福祉センター）※予
約制 ☎097-535-0888（大分
公証人合同役場）

・たけのこ文庫のおはなし会
　15:00-15:30（おはなしひろば）

14 15 16
・竹田温泉「花水月」休館日
・おはなしルーム 14:00-14:30

（竹田幼稚園）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹
田市総合社会福祉センター）
☎75-3456（竹田市総合インス
トラクター協会）

・ニュー・イヤー・コンサート
「城下町に響く弦楽五重奏」

　18:00-18:40（城下町交流プラ
ザ）※入場無料☎63-4837（グ
ランツたけた）

・川畠成道 ヴァイオリン・リサ
イタル 18:00開場 18:30開演 

　（グランツたけた）
　☎63-4837（グランツたけた）

21 22 23
・竹田温泉「花水月」休館日
・岡の里キリシタン講座 9:00まで

に直入支所集合 ※会費500円（要
予約）☎62-4100（竹田創生館）

・３歳児健診 13:00～受付（竹田市総
合社会福祉センター）

・こころの健康相談 13:30-15:30（荻
支所）※要予約（前日の午前中ま
で）☎63-3346（竹田市心の相談支
援事業所）

・おはなしルーム 14:00-14:30（南部
幼稚園）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹
田市総合社会福祉センター）
☎75-3456（竹田市総合インス
トラクター協会）

・久住高原農業高校学習成果発
表会 10:00-14:30（くじゅうサ
ンホール）

・「隈研吾×竹田の建築」展
　（～３／14㈰）☎63-2200（歴史

文化館）

・大分県司法書士会豊肥支部
　「無料法律相談所」 9:00-12:00

（竹田分館）☎63-3155（渡部定
男司法書士事務所）

28 29 30
・竹田温泉「花水月」休館日
・地区巡回健診 8:30-10:30受付（グラン

ツたけた）☎63-4810（保険健康課）
・大分県交通事故巡回相談 10:00-15:00

（大分県豊肥振興局）※要予約 
　☎63-1171（豊肥振興局）
・こころの健康相談 13:30-15:30（久住保

健センター）※要予約（前日の午前中
まで）☎63-3346（竹田市心の相談支援
事業所）

・精神保健相談 14:00-16:00（大分県豊肥
保健所）※要予約 ☎0974-22-0162（豊
肥保健所）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹
田市総合社会福祉センター）

　☎75-3456（竹田市総合インス
トラクター協会）

・グランツ映画館“玉洗劇場”
　「37セカンズ」10:00／14:00／

18:00（グランツたけた）
　☎63-4837（グランツたけた）

700M
メガヘルツ

Hz帯携帯電波によるテレビの受信障害
　１月21日㈭（予定）から市内において携帯電話の新しい電波
利用が開始されることに伴い、菅生地区及び荻地域の一部で
はアンテナ受信の場合、テレビ映像に影響が出るおそれがあ
ります。また、影響が出た世帯は、一般社団法人700MHz利用
推進協会が対策工事を無償で行うことがあります。
問700MHzテレビ受信障害対策コールセンター
　☎0120-700-012 または 050-3786-0700

１月の行政なんでも相談所
地域 相談日 時　間 開 催 場 所
竹田

１月20日㈬ 10:00～12:00

竹田市総合社会福祉センター 相談室
荻 荻公民館 幼児室

久住 久住公民館 健康相談室
直入 直入支所 小会議室

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで
　「困ったら一人で悩まず行政相談！」
　〔竹田〕 阿南　茂　☎67-2608　〔　荻　〕 佐藤孝幸　☎68-3510
　〔久住〕 本郷俊一　☎76-1304　〔直入〕 兒玉龍明　☎75-2426

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、
行
事
が
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

１月の地区巡回健診
月　日 場　　所

１月17日㈰ 竹田市総合社会
福祉センター

１月27日㈬ グランツたけた
１月28日㈭ グランツたけた

※受付時間はいずれも午前
８時から10時

※受診の際は、マスク着用
をお願いします。

問保険健康課☎63-4810

よりそいカフェ
　よりそいカフェは認知症の
人やその家族、地域の住民ら
が気軽に交流できる場所です。

【 荻 】
・12日・19日・26日㈫
　10:00-12:00　
　荻「しらみず」

【久住】
・21日㈭　10:00-12:00　
　久住「りんどう」
・27日㈬　13:00-15:00　
　白丹温泉

【直入】
・22日・29日㈮　10:00-12:00
　直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】
・21日㈭　10:00-12:00　
　くらサポ双城
・12日㈫・29日㈮
　13:00-15:00　
　出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】
・13日㈬　10:00-12:00　
　入田分館
・20日㈬　10:00-12:00　
　宮砥分館　
・26日㈫　10:00-12:00　
　あ祖母学舎
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日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

3 4 5 6
・荻の里温泉休館日
・DRUM TAO 祭響2021FIRST
　「全力」 18:30開場 19:00開演
　（グランツたけた）
　☎63-4837（グランツたけた）

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市立
図書館）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹田市直入
B&G海洋センター体育館） ☎75-3456

　（竹田市総合インストラクター協会）
・こころの健康相談 13:30-15:30（直入支

所）※要予約（前日の午前中まで）
　☎63-3346（竹田市心の相談支援事業所）
・DRUM TAO 祭響2021FIRST「全力」
　13:30開場 14:00開演（グランツたけた）
　☎63-4837（グランツたけた）

・竹田温泉「花水月」臨時休館日
・第１回竹田市農業委員会総会 

14:00～（市役所本庁２階庁議
室）

10 11 成人の日 12 13
・令和３年竹田市成人式 12:00

受付 13:00開会（グランツた
け た ）☎63-4817（生 涯 学 習
課）

・グランツたけた休館日
・豊肥家畜市場〔子牛〕 9:30～せ

り開始（豊後豊肥家畜市場）
・おはなしひろば 10:30-11:00

（竹田市立図書館）
・健幸運動教室 13:30-14:30（竹

田市直入B&G海洋センター体
育館）☎75-3456（竹田市総合
インストラクター協会）

17 18 19 20
・地区巡回健診 8:00-10:00受付

（竹田市総合社会福祉センター）
☎63-4810（保険健康課）

・“ふら×きら”コンサートvol.23
「歌で巡る世界の旅」15:00開演
（くじゅうサンホール）※入場

無料 ☎63-4837（グランツた
けた）

・荻の里温泉休館日
・グランツたけた休館日
・出張ハローワークしごと相談会 

10:30-12:00、13:00-15:00 
　※生活困窮者、ひとり親世帯

の方が対象です。（竹田市総合
社会福祉センター相談室）

　☎0974-22-8609（ハローワー
ク豊後大野）

・荻地域腹部超音波検査 8:00-
10:00受付（荻支所）

　☎68-2211 ※事前予約必要
（検査料3,300円）

・おはなしひろば 10:30-11:00
　（竹田市立図書館）
・健幸運動教室 13:30-14:30（竹

田 市 直 入B&G海 洋 セ ン タ ー
体育館）☎75-3456（竹田市総
合インストラクター協会）

・長湯温泉療養文化館「御前湯」休館日
・長湯おんせん市場休業日
・豊肥家畜市場〔成牛〕 9:30～せり開始

（豊後豊肥家畜市場）
・年金相談［完全予約制］ 10:00-15:00（竹

田市高齢者いきいき交流センター）
　☎097-552-1211（日本年金機構大分年

金事務所）
・１歳６か月児健診 13:00～受付（竹田

市総合社会福祉センター）
・大分県行政書士会無料相談会 13:00-

16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）
　☎097-537-7089（大分県行政書士会事

務局）

24 25 26 27
・グランツたけた休館日 ・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田

市立図書館）
・健幸運動教室 13:30-14:30（竹田市

直入B&G海洋センター体育館）
　☎75-3456（竹田市総合インスト

ラクター協会）
・こころの健康相談 13:30-15:30（竹

田市総合社会福祉センター）※要
予約（前日の午前中まで）

　☎63-3346（竹田市心の相談支援
事業所）

・地区巡回健診 8:30-10:30受付
（グランツたけた）☎63-4810
（保険健康課）

・荒城の月  竹田能ウィーク
　（～２／２㈫）10:00-16:00  蝋

燭能の映像紹介 ※参加費無
料（要 予 約 ）☎62-4100（竹 田
創生館）

31 ２月上旬の主な予定
１日㈪　・〔納期限〕国民健康保険税（10期）、
　　　　　介護保険料・後期高齢者医療保険料

（７期）
　　　　・竹田市立幼稚園入園説明会 15:00

～（竹田・南部・直入の各幼稚園）
６日㈯　・大分公証人合同役場 出張無料相談会 

9:00-11:00（竹田市総合社会福祉セ
ンター）※予約制 ☎097-535-0888

（大分公証人合同役場）
７日㈰　・地区巡回健診 8:00-10:00受付（竹田

市総合社会福祉センター）
　　　　　☎63-4810（保険健康課）

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月20日です。
（20日が土日の場合は翌開庁日が締切日となります）  問農業委員会事務局　☎63-4815

令和３年竹田市成人式について
　竹田市成人式を開催します。
日　時　１月10日㈰　受付12:00～、開会13:00～
場　所　市総合文化ホール〈グランツたけた〉
対象者　平成12年４月２日～平成13年４月１日までに生まれ

た方で、市内在住及び市内中学校を卒業し学業や就
職等で市外に在住されている方

その他　新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を講じての
開催となります。

問生涯学習課　☎63-4817

市地域包括支援センター（つるかめ）の年末年始の対応
　竹田市地域包括支援センターは12月26日から１月４日の
間、次の日時で開所し、介護相談を受け付けます。
開　所　日　12月26日㈯、12月28日㈪、１月４日㈪
開所時間　午前８時30分から午後５時まで
問竹田市地域包括支援センター（市総合社会福祉センター内）
　☎64-0310
※その他緊急の場合は、☎090-4489-2454にご連絡ください。

■たけたんカレンダー

月間・その他
○「はたちの献血」キャンペー

ン（～２／28）
○緑の募金
　（１／15～５／31）
○防災とボランティア週間
　（１／15～21）
〇文化財防火デー（１／26）

竹田市長選挙及び竹田市議会議員選挙の
投票日について
　任期満了に伴う竹田市長選挙及び竹田市議会議
員選挙の投票日をお知らせします。詳しい内容に
ついては次号以降でお知らせします。
投票日　４月18日㈰　　告示日　４月11日㈰
問選挙管理委員会事務局　☎63-4814

竹田市新型コロナ対策地域再生支援補助金　交付申請開始
　コロナ禍を乗り越えるため、販路開拓や売上拡大等にチャレ
ンジする市内事業所を応援します。
対象経費　令和２年４月１日以降に支出した経費
申請期限　令和３年１月20日㈬
※詳細はご相談ください。
問・ 商工観光課　☎63-4807

市内事業者様へ
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年
　
金

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

～
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
～

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
暮
ら
し
を

は
じ
め
、
事
故
な
ど
で
障
が
い
を

負
っ
た
と
き
や
一
家
の
働
き
手
が
亡

く
な
っ
た
と
き
に
、
み
ん
な
で
暮
ら

し
を
支
え
合
う
と
い
う
考
え
方
で
作

ら
れ
た
制
度
で
す
。

　

20
歳
に
な
っ
た
方
に
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た

こ
と
の
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
を

除
き
ま
す
。

※
国
民
年
金
保
険
料
は
同
封
さ
れ
て

い
る
納
付
書
で
、
納
付
期
限
ま
で
に

金
融
機
関
や
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
２
週
間
程
度

経
過
し
て
も「
国
民
年
金
加
入
の
お

知
ら
せ
」が
届
か
な
い
場
合
は
、
国

民
年
金
の
加
入
手
続
き
が
必
要
な
た

め
、
竹
田
市
役
所
も
し
く
は
年
金
事

務
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

  「
年
金
手
帳
」は
別
途
送
付
さ
れ
ま

す
。「
年
金
手
帳
」は
保
険
料
納
付
の

確
認
や
将
来
年
金
を
受
け
取
る
際
に

必
要
で
す
。
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

※
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
だ
っ

た
方
、
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
た

方
、
障
害
・
遺
族
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方（
し
て
い
た
方
）に
は
お
送
り

し
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
次
に
該
当
す
る
方
は
国
民

年
金
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
加
入

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
20
歳
直
前
で
海
外
出
国
さ
れ
、「
国

民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
」が
届
い

た
方
は
年
金
事
務
所
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

〇
20
歳
に
な
っ
た
と
き
に
配
偶
者

（
厚
生
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
）

の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
方
は
、
配
偶

者
の
勤
務
先
へ
連
絡
し
、
国
民
年
金

第
３
号
被
保
険
者
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
の
納

付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
年
金
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
９
７
―

５
５
２
―

１
２
１
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド 

交
付
申
請
書
の
送
付 

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し

て
い
な
い
方
に
対
し
、
国
が
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
付
き
交
付
申
請
書
を
１
月
か

ら
３
月
に
か
け
て
順
次
発
送
す
る
予

定
で
す
。

　

今
回
送
付
さ
れ
る
交
付
申
請
書
を

使
い
、
郵
送
や
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
よ
り
ご
自
宅
か
ら
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
が
で
き
、

申
請
し
て
か
ら
２
～
３
週
間
後
に
市

民
課
で
本
人
確
認
を
し
た
の
ち
、
受

け
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
公
的
な
身
分
証
明

書
と
な
る
ほ
か
、
３
月
か
ら
は
健
康

保
険
証
と
し
て
も
利
用
で
き
る
予
定

で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
市
民
課
市
民
係  

☎
63
―

４
８
０
４

上
下
水
道

水
道
管
に
も
冬
支
度
を

　

寒
冷
期
と
な
り
ま
し
た
。
水
道
管

は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
３
度
以
下
に

な
る
と
破
裂
し
た
り
、
凍
結
し
て
水

が
出
な
く
な
り
ま
す
。
毎
年
こ
の
時

期
に
、
水
道
管
の
破
裂
事
故
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

水
が
出
な
い
等
の
異
常
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
内
側
に

あ
る
副
止
水
栓
を
止
め
て
、
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼

竹田市役所　☎0974-63-1111（代表）
　荻 支 所　☎0974-68-2211（代表）
　久住支所　☎0974-76-1111（代表）
　直入支所　☎0974-75-2211（代表）
◎竹田市公式ホームページ
　https://www.city.taketa.oita.jp/

たけたんインフォ

１月の

大分県特定（産業別）最低賃金が
改正されました

　県内で働くすべての労働者に適用され
る大分県最低賃金は792円（時間額）ですが、
県内の特定の産業で働く方に適用される
大分県特定（産業別）最低賃金が改正され、
12月25日に発効しました。
○鉄鋼業　951円
○非鉄金属製造業　911円
○電子部品・デバイス・電子回路、電気

機械器具、情報通信機械器具製造業　
835円

○自動車・同附属品製造業、船舶製造・
修理業、舶用機関製造業　878円

○自動車（新車）小売業　848円
※適用除外になるケースもありますので、最

低賃金特設サイト（http://pc.saiteichingin.
info/）をご確認ください。

問大分労働局賃金室　☎097-536-3215

「竹田市事業継続支援金」の
申請期限は２月１日㈪です
　新型コロナウイルスの感染拡大に伴
い、前年比20％以上売上高が減少した
市内事業者が対象です。
　詳しくはお問い合わせください。
問商工観光課　☎63-4807
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たけたんインフォ

し
ま
し
ょ
う
。
副
止
水
栓
の
な
い
家

庭
は
、
修
理
の
と
き
に
必
ず
取
り
付

け
て
く
だ
さ
い
。
修
理
の
経
費
に
つ

い
て
は
使
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

気
温
が
低
い
日
は
水
道
管
の
凍
結

防
止
の
た
め
、
水
道
管
に
も
防
寒
対

策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ご
家
庭
で
で
き
る
防
寒
対
策

　

水
道
管
が
直
接
外
気
に
触
れ
な
い

よ
う
、
保
温
材
を
巻
き
つ
け
、
そ
の

上
か
ら
ヒ
モ
で
縛
っ
て
固
定
し
、
保

温
材
が
濡
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル

テ
ー
プ
等
で
下
か
ら
す
き
ま
な
く
重

ね
て
巻
き
ま
す
。

※
保
温
材
は
、
市
販
さ
れ
て
い
る
も

の
の
ほ
か
に
、
毛
布
・
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
等
ご
家
庭
に
あ
る
も
の
で
も

代
用
で
き
ま
す
。

問
上
下
水
道
課　

☎
63
―

４
８
３
６

後
期
高
齢

健
康
診
査
は
お
済
で
す
か
？

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
健
康
診
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
診
査
受
診
券
の
有
効
期
限
は

令
和
３
年
３
月
31
日
㈬
ま
で
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
栄
養
状
態
を
見
る

検
査
も
無
料
で
追
加
さ
れ
、
か
ら
だ

の
中
の
状
態
を
よ
り
知
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

流
行
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
等

の
基
礎
疾
患
を
お
持
ち
の
方
や
年
齢

が
高
く
な
る
ほ
ど
重
症
化
し
や
す
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
年
に
１

回
健
康
診
査
を
受
け
て
、
健
康
管
理

や
介
護
予
防
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
健
診
を
受
け
る
際
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
感

染
状
況
を
踏
ま
え
、
医
療
機
関
等
に

ご
相
談
の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
健
診
を
受
け
る
際
に
は
必
ず

健
康
診
査
受
診
券
と
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合　

☎
０
９
７
―

５
３
４
―

１
７
７
１

（
代
表
）／
保
険
健
康
課
国
保
・
高
齢

者
医
療
係　

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線

１
７
７
・
１
７
８
・
１
７
９
）

　本年11月末現在で、市内では４件の交通死亡事故が発生しています。これは、平成19年に市
内で４件の死亡事故が発生して以来13年ぶりになります。
　交通事故で悲しむ人をなくすために、市民の皆さん一人ひとりが交通ルールを守る意識を強
く持たなければなりません。
　そこで、市民の皆さんに２つのお願いです。
　１つめは『横断歩道は歩行者優先』です。
　道路交通法では、『横断歩道に、道路を横断しようとする歩行者がいる場合は、一時停止し、
かつその通行を妨げないようにしなければならない』と規定されています。
　横断歩道上の交通事故は重大事故に直結します。また、交通事故にならなくても横断歩行者
を妨害する違反をすれば、普通車の場合、点数２点・反則金９千円が科せられます。横断歩道
を渡ろうとしている人がいたら、必ず一時停止して歩行者に進路を譲ってください。
　２つめに『全座席シートベルトの着用』をお願いします。
　車を運転する人、助手席、後部座席に乗車する人は必ずシートベルトを正しく着用してくだ
さい。道路交通法では、『自動車（大型自動二輪車及び普通自動二輪車を除く）の運転手は、シー
トベルトを着用しないで自動車を運転してはならない』と規定されており、さらに、『運転手は、
シートベルトを着用しない者を乗せて自動車を運転してはならない』と規定されています。
　また、シートベルトを正しく着用することで、事故などの衝撃によりハンドルやフロントガ
ラスに胸や頭をぶつける危険性を減らし、社外への放出を防ぐ効果があります。
　市民の皆さん一人ひとりが交通ルールを守り、交通事故を防いでいきましょう。
問竹田警察署交通課　☎63-2131

消
費
者
行
政
に
関
す
る
市
長
表
明

　

近
年
、
消
費
者
を
取
り
巻
く
環
境

は
高
齢
化
の
進
行
、
高
度
情
報
通
信

社
会
の
進
展
、
消
費
生
活
に
お
け
る

国
際
化
の
発
展
な
ど
大
き
く
変
化
し

て
お
り
、そ
れ
に
伴
い
消
費
生
活
に

関
す
る
問
題
も
複
雑
か
つ
多
様
化
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
、
竹
田
市
で

は
平
成
21
年
度
に
相
談
窓
口
を
開
設
、

平
成
24
年
度
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
専
門
の
相
談
員
が
契
約

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
悪
質
商
法
に

よ
る
被
害
、
商
品
事
故
の
苦
情
な
ど

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
に
対
応
し
、

被
害
の
未
然
防
止
や
業
者
と
の
あ
っ

せ
ん
に
よ
る
被
害
の
回
復
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ

ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
啓

発
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、こ

れ
ま
で
整
備
し
た
消
費
者
相
談
体
制

の
一
層
の
強
化
を
図
り
、
消
費
者
行

政
の
充
実
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

  

令
和
３
年
１
月

竹
田
市
長（
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

竹田警察署
TAKETA Police station 交通事故防止に努めましょう

『横断歩道は歩行者優先』、『全座席シートベルトの着用』
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※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。

衛
　
生

死
亡
野
鳥
を
発
見
し
た
場
合
は

早
め
の
ご
連
絡
を

　

現
在
、
県
内
で
高
病
原
性
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
、
多
く
の
場
合
飛
来
す
る
野

鳥
か
ら
家
禽
類
へ
感
染
す
る
と
さ
れ
、

市
内
に
お
い
て
も
こ
れ
か
ら
本
格
的

な
冬
鳥
の
飛
来
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま

す
。
死
亡
野
鳥
を
発
見
し
た
場
合
は
、

死
亡
野
鳥
の
種
類
、
羽
数
、
発
見
し

た
場
所
を
農
政
課
ま
た
は
各
支
所
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
野
鳥
は
エ
サ
が
取
れ
ず
に
衰
弱
し

た
り
、
環
境
の
変
化
に
耐
え
ら
れ
ず

に
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

直
ち
に
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
疑
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、

日
常
生
活
で
は
人
間
へ
感
染
し
な
い

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
過
度

に
心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
野
鳥
等
の
野
生
生
物
に
は
ウ
イ
ル

ス
以
外
に
も
ノ
ミ
や
ダ
ニ
が
寄
生
し

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
手
袋
等

を
着
用
し
、
直
接
触
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
触
れ
た
後
は

必
ず
手
洗
い
う
が
い
を
し
て
く
だ
さ

い
。

問
農
政
課
林
業
振
興
室

☎
63
―

４
８
０
５

お
知
ら
せ

住
宅
建
設
に
補
助
金
制
度
が
あ

り
ま
す

　

市
で
は
、
竹
田
市
内
へ
の
移
住
定

住
を
促
進
す
る
た
め
、
各
種
補
助
制

度
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
を
活
用
し
て
、
竹
田
で
新

し
い
暮
ら
し
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

■
定
住
促
進
住
宅
取
得
事
業
補
助
金

　

45
歳
未
満
の
方
が
住
宅
を
新
築
ま

た
は
新
築
購
入
し
た
場
合
に
50
万
円

を
補
助
。
市
内
に
本
店
ま
た
は
営
業

所
等
を
有
す
る
業
者
で
施
工
す
る
場

合
ま
た
は
購
入
す
る
場
合
は
50
万
円

加
算
し
ま
す
。

■
民
間
賃
貸
住
宅
建
設
促
進
事
業
補

助
金

　

ア
パ
ー
ト
等
の
新
築
に
係
る
費
用

の
10
分
の
１
、
１
棟
上
限
１
千
万
円

を
補
助
。
１
棟
に
つ
き
４
戸
以
上
の

住
宅
戸
数
を
有
す
る
こ
と
や
面
積
等

の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

■
中
九
州
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
未
来（
ゆ

め
）応
援
助
成
金

　

中
九
州
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
宅
地
を

購
入
し
、
住
宅
建
築
を
し
た
方
ま
た

は
建
売
住
宅
及
び
売
建
住
宅
を
購
入

し
た
方
に
費
用
の
２
％
を
助
成
し
ま

す
。
上
限
額
は
戸
建
住
宅
で
60
万
円
、

集
合
住
宅
で
３
０
０
万
円
で
す
。

※
必
ず
、
着
手
前
に
事
前
協
議
が
必

要
で
す
。

※
補
助
金
・
助
成
金
に
は
ほ
か
に
も

補
助
要
件
や
対
象
期
間
等
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

企
画
情
報
課  （
☎
63
―

４

８
０
１
）ま
で
お
問
い
合 

せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

   

令
和
３
年
度 

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）の
申

告
を
お
願
い
し
ま
す

　

償
却
資
産
と
は「
土
地
及
び
家
屋

以
外
の
事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
資
産
で
、
そ
の
減
価
償
却
額

ま
た
は
減
価
償
却
費
が
法
人
税
法
ま

た
は
所
得
税
法
の
規
定
に
よ
る
所
得

の
計
算
上
、
損
金
ま
た
は
必
要
な
経

費
に
算
入
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
そ

の
取
得
価
額
が
少
額
で
あ
る
資
産
そ

の
他
の
政
令
で
定
め
る
資
産
以
外
の

も
の
」を
指
し
ま
す
。

　

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
毎
年
１

月
１
日
現
在
所
有
し
て
い
る
償
却
資

産
に
つ
い
て
、
そ
の
名
称
・
数
量
・

取
得
年
月
・
取
得
価
額
・
耐
用
年
数

等
を
申
告
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
と

お
り
申
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
申
告
書
受
理
後
、
地
方

税
法
に
基
づ
い
て
実
地
調
査
・
簡
易

調
査
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
書
類　

令
和
３
年
度
償
却
資
産

申
告
書（
１
部
）、
令
和
３
年
度
種
類

別
明
細
書（
１
部
）

提
出
期
限　

２
月
１
日
㈪

提
出
先　

税
務
課
資
産
係
ま
た
は
各

支
所

問
税
務
課
資
産
係　

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線
１
２
９
）

小
型
特
殊
自
動
車
の
標
識
交
付

　

農
耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ホ
イ
ー
ル

ロ
ー
ダ
等
の
小
型
特
殊
自
動
車
に
は
、

市
が
交
付
す
る
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

を
取
り
付
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
所
有
し
て
い
る
車
両

に
プ
レ
ー
ト
が
付
い
て
い
な
い
方
は
、

交
付
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
公
道
を
走
ら
な
い
車
両
で
も
、
取

り
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
車
両

①
小
型
特
殊（
農
耕
用
）　

ト
ラ
ク

タ
ー
、
田
植
機
、
コ
ン
バ
イ
ン
等（
最

高
速
度
が
時
速
35
キ
ロ
以
下
。
手
で

押
し
て
使
用
す
る
歩
行
型
は
除
く
）

②
小
型
特
殊（
一
般
）　

ホ
イ
ー
ル

ロ
ー
ダ
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
シ
ョ

ベ
ル
ロ
ー
ダ
等（
車
体
が
長
さ
４
・

７
メ
ー
ト
ル
、
幅
１
・
７
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
２
・
８
メ
ー
ト
ル
以
下
で
最
高

速
度
が
時
速
15
キ
ロ
以
下
を
除
く
）

申
請
方
法　

標
識
交
付
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
販
売
・
譲
渡
証

明
書
と
と
も
に
税
務
課
ま
た
は
各
支

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
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たけたんインフォ

は
各
窓
口
に
備
え
付
け
、
ま
た
は
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

販
売
・
譲
渡
証
明
書
の
様
式
は
自

由
で
す
。
申
請
書
の
販
売
・
譲
渡
証

明
書
の
欄
に
直
接
記
入
し
て
い
た
だ

い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

小
型
特
殊
自
動
車
の
軽
自
動
車
税

　

小
型
特
殊
車
両
は
、
軽
自
動
車
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。

①
小
型
特
殊（
農
耕
用
）　

２
４
０
０

円②
小
型
特
殊（
一
般
）　

５
９
０
０
円

※
納
税
通
知
書
は
毎
年
５
月
10
日
前

後
に
発
送
さ
れ
ま
す
。
納
期
限
は
、

５
月
末
日
で
す
。

問
税
務
課
課
税
係　

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線
１
２
６
）

自
立
支
援
医
療

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
踏
ま
え
た
自
立
支
援

医
療（
更
生
・
育
成
・
精
神
通

院
）の
取
り
扱
い

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
令
和
２
年
３
月
１
日

か
ら
令
和
３
年
２
月
末
日
ま
で
に
受

給
者
証
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
受

給
者
を
対
象
に
、
手
続
き
不
要
で
そ

の
有
効
期
間
を
１
年
間
延
長
す
る
措

置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年

３
月
１
日
以
降
に
受
給
者
証
の
有
効

期
間
が
満
了
す
る
受
給
者
に
つ
き
ま

し
て
は
、
通
常
の
手
続
き
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
継
続
し
て
制
度
を
ご
利

用
の
場
合
は
有
効
期
間
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係　

☎　
63
―

４
８
１
１

週
間
・
月
間

悩
ま
ず 

ど
ん
と
こ
い

労
働
相
談
週
間

　

大
分
県
労
働
委
員
会
で
は
、
解
雇

や
雇
い
止
め
、
賃
金
未
払
い
、
長
時

間
労
働
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
労
働
問

題
に
関
す
る
相
談
を
無
料
で
受
け
付

け
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

期
間　

２
月
１
日
㈪
～
７
日
㈰

受
付
時
間　

平
日
は
午
前
９
時
～
午

後
８
時（
来
所
相
談
の
受
付
は
午
後

７
時
ま
で
）、
土
・
日
曜
は
午
前
９

時
～
午
後
５
時（
来
所
相
談
の
受
付

は
午
後
４
時
ま
で
）

相
談
方
法

⑴
電
話
相
談　

０
９
７
―

５
３
６
―

３

６
５
０（
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）ま
た

は
０
９
７
―

５
０
６
―

５
２
５
１
、
０

９
７
―

５
０
６
―

５
２
４
１

⑵
来
所
相
談　

大
分
県
労
働
委
員
会

事
務
局（
大
分
県
庁
舎
本
館
３
階
）

※
こ
の
期
間
以
外
で
も
、
平
日
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
の
間
、
随
時
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

政治家の寄附は禁止、有権者が求めることも禁止されています　

　年末年始は何かと贈り物やお祝い事をする機会の多いシーズンですが、政治家が選
挙区内の人に、お金や物を贈ることは公職選挙法で禁止されています。また、有権者
が政治家に寄附や贈り物を求めることも禁止されています。
　政治家は選挙区内の人に対して、答礼のための自筆によるものを除き、年賀状等の
時候の挨拶状を出すことも禁止されています。
　お金のかからない明るい選挙を実現するために、寄附禁止のルールを守りましょう。
問選挙管理委員会事務局　☎63-4814
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募
　
集

令
和
３
・
４
年
度  

竹
田
市
工
事
等

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

受
付
を
開
始
し
ま
す

受
付
期
間　

県
内
の
建
設
業
者
は
１

月
15
日
㈮
か
ら
２
月
26
日
㈮
ま
で
、

県
外
の
建
設
業
者
及
び
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
は
、
２
月
１
日
㈪
か
ら

26
日
㈮
ま
で（
い
ず
れ
も
土･
日
・
祝

日
を
除
く
）。
な
お
、
建
設
業
者
の

申
請
は
、
新
規
ま
た
は
業
種
追
加
に

限
り
ま
す
。
郵
送
ま
た
は
信
書
便
で

の
申
請
の
場
合
は
、
２
月
26
日
㈮
消

印
ま
で
有
効
。
封
筒
に「
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
書
在
中
」と
朱

書
す
る
と
と
も
に
、
受
付
票
の
送
付

用
の
返
信
用
封
筒（
宛
名
明
記･

切
手

貼
付
）を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時（
正
午
～
午
後
１
時
の
間
を
除

く
）

受
付
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
１
階
契

約
検
査
室（
郵
送
・
信
書
便
可
）

有
効
期
間　

県
内
及
び
県
外
建
設
業

者
は
１
年
間（
～
令
和
４
年
３
月
31

日
）、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
は

２
年
間（
～
令
和
５
年
３
月
31
日
）

※
申
請
方
法
等
詳
細
に
つ
い
て
は
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
申
請
様
式
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
竹
田
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

に
係
る
指
定
工
事
店
の
登
録
を
新
た

に
希
望
す
る
方
は
、
排
水
設
備
指
定

工
事
店
の
登
録
申
請
書
を
、
市
が
行

う
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
工
事

の
競
争
入
札
に
新
た
に
参
加
を
希
望

す
る
方
は
、建
設
業
許
可
通
知
書（
管

工
事
業
）の
写
し
及
び
県
に
提
出
し

た
特
例
浄
化
槽
工
事
業
者
届
出
書
の

写
し
を
、
上
下
水
道
課
生
活
排
水
係

（
☎
63
―

１
１
１
１
・
内
線
１
８
１
・

１
８
５
）へ
別
途
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
が
令
和
３
・
４
年
度
に

発
注
す
る
漏
水
調
査
業
務
の
競
争
入

札
に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
上
下

水
道
課
庶
務
係（
☎
63
―

１
１
１
１
・

内
線
１
８
４
）に
お
問
い
合
わ
せ
の

う
え
、
本
申
請
と
は
別
に
申
請
書
類

等
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

電
子
入
札
の
利
用
者
登
録

　

市
で
は
現
在
、
電
子
入
札
の
本
格

運
用
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
市
が
発
注
す
る
入
札
に
参
加
す

る
場
合
に
は
、
発
注
機
関
を「
竹
田

市
」と
し
た
利
用
者
登
録
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
ま
だ
登
録
が
完
了
さ
れ

て
い
な
い
事
業
者
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

を
取
得
し
、
電
子
入
札
へ
の
登
録
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
契
約
検
査
室　

☎
63
―

１
１
１
１

（
内
線
１
０
７･

１
０
８
）　

令
和
３
・
４
年
度  

学
校
給
食
用
物

資
納
入
業
者
を
募
集
し
ま
す

　

竹
田
、
久
住
、
直
入
の
各
学
校
給

食
共
同
調
理
場
で
は
、
給
食
用
物
資

（
野
菜
、
果
物
、
精
肉
、
農
産
加
工

品
等
）の
納
入
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

納
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は「
物
資

納
入
業
者
指
名
願
い
」等
を
竹
田
中

央
学
校
給
食
共
同
調
理
場
管
理
係
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
に
必

要
な
書
類
は
各
調
理
場
に
備
え
て
い

ま
す
。
な
お
、
給
食
物
資
の
納
入
に

は
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

２
月
１
日
㈪

有
効
期
間　

令
和
３
年
４
月
１
日
～

令
和
５
年
３
月
31
日

問
竹
田
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場

管
理
係　

☎
63
―

１
１
７
０（
平
日
の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

第
32
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

「
シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
短
歌
・

俳
句
・
川
柳
展
」作
品
募
集

　

令
和
３
年
５
月
18
日
㈫
～
23
日
㈰

に
大
分
県
立
美
術
館
で
開
催
さ
れ

る
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク「
シ
ル

バ
ー
ふ
れ
あ
い
短
歌
・
俳
句
・
川
柳

展
」の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
展
示
会
に
お
い
て
一

部
変
更
し
て
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

募
集
資
格　

60
歳
以
上（
昭
和
37
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）の

県
内
在
住
者

募
集
点
数　

１
人
に
つ
き
短
歌
を
１

首
、
俳
句
を
２
句
、
川
柳
を
２
句
ま

で
と
し
、
未
発
表
作
品
に
限
る
。（
川

柳
は「
仕
事
」を
課
題
と
す
る
）

募
集
締
切　

１
月
31
日
㈰（
当
日
消

印
有
効
）

参
加
料　

無
料

応
募
方
法　

チ
ラ
シ
の
専
用
応
募
ハ

ガ
キ
を
用
い
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

チ
ラ
シ
は
高
齢
者
福
祉
課
、
各
支
所

に
備
え
て
い
ま
す
。

問
高
齢
者
福
祉
課  

☎
63
―

１
１
１
１

（ 

内
線
１
３
５ 

）

令
和
３
年
度  

大
分
県
立
聾
学
校

幼
稚
部
入
学
者
募
集

募
集
対
象

○
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
お
お
む
ね

60
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
幼
児
の
う
ち
、

補
聴
器
等
の
使
用
に
よ
っ
て
も
通
常

の
話
声
を
解
す
る
こ
と
が
不
可
能
ま

た
は
著
し
く
困
難
な
幼
児

○
平
成
27
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
30

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

で
、
県
内
に
在
住
す
る
幼
児

受
付
期
間　

１
月
12
日
㈫
の
午
前
９

時
か
ら
21
日
㈭
の
午
後
４
時
ま
で

（
土
・
日
を
除
く
）

出
願
方
法　

入
学
を
希
望
す
る
幼
児

の
保
護
者
は
、
受
付
期
間
内
に
所
定

の
入
学
願
書
と
調
査
票
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
大
分
県
立
聾
学
校

に
提
出
。
郵
送
の
場
合
は
書
留
で
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
出
願
書
類
は
１
月
12
日
㈫
か
ら
配

布
し
ま
す
。（
午
前
９
時
～
午
後
４
時
、

土
・
日
を
除
く
）

・

大
分
県
立
聾
学
校（
〒
８
７

０
―

０
８
２
３　

大
分
市
東
大
道
２
―

５
―

12
）　

☎
０
９
７
―

５
４
３
―

２
０
４
７

FAX　
０
９
７
―

５
４
６
―

２
１
１
１

令
和
３
年
度  

大
分
県
立
農
業
大
学

校
就
農
準
備
研
修
生
募
集（
野
菜

長
期
コ
ー
ス
・
畜
産
コ
ー
ス
）

　

大
分
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
新

規
就
農
者
の
確
保
対
策
と
し
て
、
就

農
希
望
者
を
対
象
に
研
修
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

研
修
期
間　

令
和
３
年
４
月
９
日
㈮

～
令
和
４
年
３
月
８
日
㈫　

研
修
内
容　

野
菜
の
栽
培
実
習
・
基

礎
、
家
畜
飼
養
実
習
・
基
礎

研
修
場
所　

野
菜
長
期
コ
ー
ス
は　

大
分
県
立
農
業
大
学
校（
豊
後
大
野

市
三
重
町
赤
嶺
）、
畜
産
コ
ー
ス
は

大
分
県
農
林
水
産
研
究
指
導
セ
ン

タ
ー
畜
産
研
究
部（
久
住
町
）

研
修
費
用　

野
菜
長
期
コ
ー
ス
は
４

万
４
千
円
、
畜
産
コ
ー
ス
は
１
万
１

千
円

募
集
期
間　

１
月
12
日
㈫
～
２
月
16

日
㈫

選
考
試
験　

３
月
３
日
㈬

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
よ
り
、

豊
肥
振
興
局
農
山
村
振
興
部
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
立
農
業
大
学
校
研
修
部

☎
０
９
７
４
―

22
―

７
５
８
３

※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。
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荻
町
に
現
存
す
る
岩
戸
橋
は
、

県
下
で
初
め
て
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
石
橋
で
あ
る
。
石
橋
の

工
事
に
は
約
銀
札
９
貫
目
の
費
用

が
必
要
で
、
杉
の
売
却
や
村
内
外

の
寄
付
金
、
岡
藩
よ
り
２
貫
６
０

０
目
を
借
り
入
れ
て
施
工
し
、
２

年
の
歳
月
を
費
や
し
て
無
事
工
事

を
終
了
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後

の
嘉
永
４
（
１
８
５
１
）
年
柏
原

組
の
庄
屋
や
村
横
目
が
連
名
で
出

し
た
次
の
よ
う
な
内
容
の
嘆
願
書

が
残
っ
て
い
る
。

  「
岩
戸
の
車
橋
を
架
け
た
時
、
そ

の
経
費
が
不
足
し
た
の
で
嘆
願
し

た
処
、
一
昨
年
十
二
月
、
当
初
通

り
の
借
入
の
許
可
が
あ
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

拝
借
し
ま
し
た
柏
原
村
と
瓜
作
村

は
、
か
ね
て
か
ら
貧
困
で
あ
り
、

村
人
が
償
還
す
る
こ
と
が
出
来
な

い
の
で
寄
付
を
し
て
く
れ
る
人
を

探
し
、
そ
の
寄
付
金
で
償
還
す
る

は
ず
で
し
た
が
、
打
ち
続
く
凶
作

の
た
め
未
だ
献
金
を
申
し
出
る
者

も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
利
子
だ
け
で
も
納
め

る
よ
う
、
去
年
の
冬
仰
せ
に
な
り

ま
し
た
が
、
前
に
も
申
し
あ
げ
た

と
お
り
、
下
方
の
村
々
か
ら
の
徴

収
が
出
来
ず
、
日
時
も
無
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
先
に
徴
収
猶

予
を
お
願
い
し
許
可
が
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
の
度
又
々
徴
収
の
猶
予

を
お
願
い
す
る
の
も
恐
れ
多
い
の

で
、
村
役
人
共
が
借
金
を
し
て
納

入
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
償
還
も

出
来
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
こ
の
度
の
証
文
の
書

き
換
え
に
あ
た
っ
て
も
、
や
は

り
借
金
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

村
々
か
ら
の
上
納
は
毎
年
の
凶
作

で
到
底
望
め
ま
せ
ん
。
何
分
に
も

調
達
の
手
段
は
全
く
な
く
唯
々
当

惑
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

上
、
お
願
い
す
る
の
も
厚
か
ま
し

く
恐
れ
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
何

卒
深
い
御
慈
悲
を
待
っ
て
無
利
子

で
拝
借
で
き
ま
す
よ
う
仰
せ
付
け

下
さ
れ
ば
、
本
当
に
有
り
難
い
こ

と
だ
と
存
じ
ま
す
。
こ
こ
に
謹
ん

で
嘆
願
致
し
ま
す
。」

　

こ
の
願
い
が
藩
に
受
け
入
れ
ら

れ
、
返
済
が
出
来
た
の
か
ど
う
か

は
不
明
で
あ
る
。
当
時
は
、
生
産

物
の
70
％
以
上
を
年
貢
と
し
て
藩

に
納
め
て
い
た
の
で
現
金
収
入
は

殆
ど
な
く
、
そ

の
貧
困
さ
は
想

像
を
絶
す
る
も

の
が
あ
っ
た
。

こ
の
古
文
書

は
、図
ら
ず
も
、

そ
の
苦
し
み
を

如
実
に
伝
え
て

興
味
深
い
も
の

が
あ
る
。

 （
本
田　

隆
憲
）

　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（
セ
ク
ハ
ラ
）は
、
端
的
に
言
え
ば「
性

的
嫌
が
ら
せ
」で
す
。
人
と
し
て
の

尊
厳
を
無
視
し
た
不
快
感
を
与
え
る

言
動
は
人
権
侵
害
と
な
り
ま
す
。
仕

事
の
場
で「
恋
人
は
い
る
？
」、「
そ
ろ

そ
ろ
歳
だ
ね
」、「
子
ど
も
は
い
つ
？
」

な
ど
の
言
葉
を
不
必
要
に
か
け
た
り
、

挨
拶
代
わ
り
の「
つ
も
り
」で
、
手
で

肩
や
腰
等
に
触
れ
る
な
ど
は
セ
ク
ハ

ラ
と
な
り
う
る
身
近
な
例
で
す
。

  

「
性
的
な
言
動
は
個
人
に
よ
り
受
け

止
め
方
が
異
な
る
か
ら
、
セ
ク
ハ
ラ

か
ど
う
か
判
断
が
難
し
い
」と
い
う

意
見
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
も

そ
も
相
手
の
人
格
や
気
持
ち
を
考
え

な
い
こ
と
が
問
題
な
の
で
す
。
性
別

を
問
わ
ず
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

セ
ク
ハ
ラ
を
受
け
た
ら
、
見
か
け

た
ら
す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

法
務
省
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

●
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番　

　

☎
０
５
７
０
―

０
０
３
―

１
１
０

●
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０
―

０
７
０
―

８
１
０

問
人
権
・
部
落
差
別
解
消
推
進
課　

☎
63
―

４
８
２
０

人権シリーズ  ぬくもり／確定申告／まるごと博物館

岩戸橋「覚」の嘆願書

ま
る
ご
と
博
物
館
181

69

セクハラとは

竹田税務署からのお知らせ

確定申告で来場を検討されている方へ
　令和２年分所得税の確定申告は、新型コロナウイルス感染症の感染
リスク軽減のために、ご自分のスマートフォンまたはタブレットで自
宅等からの申告にチャレンジしてみませんか？
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、①「マ
イナンバーカード」と「マイナンバーカード方式対応のスマートフォ
ン等」をお持ちの方、②事前に税務署で職員と対面による本人確認を
行った後に発行される「ＩＤとパスワード（ＩＤ・パスワード方式に
対応したもの）」を取得している方は、スマートフォン等から e-Tax で
申告することができます。
　e-Tax で申告すれば、源泉徴収票などの添付書類を提出する必要は
なく、申告書の控えはＰＤＦ形式でスマートフォン等に保存すること
ができます。詳しくは、国税庁ホームページをご覧いただくか、竹田
税務署にお尋ねください。

確定申告に関する相談は確定申告電話相談センター「０」番へ！
　熊本国税局では、１月 14 日㈭から３月 15 日㈪までの間、所得税・
消費税・贈与税の確定申告に関する電話相談に対応するため、「確定申
告電話相談センター」を開設します。
　竹田税務署に電話していただき、音声ガイダンスに従って「０」番
を選択した後、ご用件をお話ください。相談会場や受付時間などにつ
いては、専用オペレーターがお答えします。また、お問い合わせの内
容によっては電話を転送し、職員等がお答えします。
　なお、お掛けいただく時間帯によっては、つながりにくい場合や少々
お待ちいただく場合がありますので、あらかじめご了承ください。
　確定申告以外の国税に関する一般的な相談は、「熊本国税局電話相談
センター」をご利用ください。自動音声案内によりご案内しますので、

「１」番を選択していただくと、熊本国税局電話相談センターの職員が
相談をお受けします。
問竹田税務署　☎ 63-3141 ※自動音声案内

↑岩戸橋「覚」の嘆願書
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令和３年１月  岡の里ふるさとＵターン情報
事業所名 事業所の内容 求人職種 求人数 賃金 備考（資格等）

名水美人ファクトリー
株式会社

水耕栽培による野菜等の生産・加工並
びに販売

製造スタッフ（総合職） １ 15.5～18万円 年齢制限18～39歳、普通自動車運転免許

機械メンテナンス（エリア職） ２ 15～18万円 機械・電気の保守に関する資格、普通自
動車運転免許

ピッキング作業スタッフ １ 14.1～18万円 年齢制限39歳以下、普通自動車運転免許

医療法人  健伸会
ケアホーム「五つの実」

介護福祉事業（短期入所生活介護の施
設）

介護職 ２ 13.7～17.7万円 普通自動車運転免許

正・准看護師 ２ 13.9～20.3万円 看護師・准看護師のいずれかの免許・資
格所持で可、普通自動車運転免許

有限会社
荻町高原総合農場 養豚業・養鶏業 養豚場作業員 ３ 17.6万円 普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）

株式会社  フレイン 食品スーパーマーケット
生鮮担当者（精肉、鮮魚、青果、
惣菜）、グロサリー担当者 ４ 17～25万円 普通自動車運転免許（ＡＴ限定可）

生鮮担当（精肉、鮮魚、青果）バ
イヤー・幹部候補生 １ 24～30万円 経験者、普通自動車運転免許

株式会社  翡翠倶楽部
（宿房　翡翠之庄）

旅館業を中心として、他に食事処３店舗
（宿房「翡翠之庄」、料庵「川瀬美」、ラーメ

ン隼）、木工工房・食品加工場等経営

調理師 １ 17～22万円 調理経験者

接客係 ３ 15～20万円

医療法人  雄仁会
（加 藤 病 院・ 岡 の 苑・

和の郷・木もれ陽）
医療及び介護保険業

介護職(介護福祉士） ２ 15.3万円 介護福祉士
正看護師 ３ 21.6～27万円 看護師免許
准看護師 ３ 17～22.5万円 准看護師免許

社会福祉法人
孝寿福祉会

（美晴が丘・荻の苑）

美晴が丘：特養（従来型・ユニット型）、
短期入所、配食サービス、サ高住「美空
の家」／荻の苑：ユニット型特養、従
来型特養、短期入所

看護職員（美晴が丘） １ 15.5～30万円 看護師・准看護師免許
ケアワーカー（介護員）／美晴が丘 ２ 14.3～22万円 普通自動車運転免許

機能訓練指導員（美晴が丘） １ 18.5～30万円 看護師・准看護師・作業療法士のいずれ
かの免許・資格所持で可

株式会社  ローケン 有料老人ホームの経営、訪問介護事
業、通所介護事業、在宅介護支援事業

介護職員（ヘルパーステーション） ３ 14～16万円 看護師・介護福祉士・介護職員初任者研修・ホー
ムヘルパー２級のいずれかの免許・資格所持で可

生活相談員 １ 15.5～16万円 社会福祉主事、社会福祉士、介護支援専
門員、その他の福祉・介護関係資格

株式会社  高山組 土木・舗装・建築・法面・構造物補修
工事の総合建設業

土木工事施工管理技術者及び補助業務員 ３ 17～45万円 普通自動車運転免許（ＡＴ限定可）
土木工事作業員 ３ 16～30万円 普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）

一般社団法人
竹田市医師会

（竹田医師会病院）
病院（一般病床・療養病床）

正看護師 ３ 21～23.6万円 看護師免許
准看護師 １ 17～19.6万円 准看護師免許
作業療法士（リハビリスタッフ） １ 22～24.6万円 作業療法士

朝日生命保険相互会社
大分支社竹田営業所

生命保険商品の営業、当社顧客のアフ
ターフォロー 営業 ５ 11万円

株式会社  重松組 建設業、産業廃棄物処理業
土木作業員 ３ 18.4～20.7万円 普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）

土木施工管理技士 ３ 25～35万円 １級または２級土木施工管理技士のいずれかの免許・
資格所持で可、普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）

加藤石油  株式会社 石油製品・液化石油ガス販売・自動車整
備・車検、自動車販売・各種保険の取扱

自動車整備士 ２ 16～23万円 二級自動車整備士、普通自動車運転免許（AT限定不可）
ガソリンスタンド販売員（竹田市内） ３ 13.8～20万円 普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）

医療法人  健伸会
みはらクリニック

整形外科・内科・麻酔科・リハビリテー
ション科等の外来診療、通所リハビリ
テーション、指定居宅介護支援事業所
の運営

理学療法士 ２ 21.2～28.7万円 理学療法士、普通自動車運転免許

正・准看護師 ２ 16.8～23.2万円 看護師・准看護師のいずれかの免許・資
格所持で可、普通自動車運転免許

受付・事務 １ 15～18.5万円
有限会社
久住ワイナリー

加工用ぶどうの栽培とワインの製造販
売及びレストラン

ワイナリースタッフ ２ 23.5～30万円 年齢制限35歳以下、普通自動車運転免許
加工用葡萄の栽培（醸造補佐） １ 25～32万円 普通自動車運転免許

株式会社  松井組 綜合建設業（建築、土木、舗装）、携帯
販売、書店業務

土木施工管理技士 １ 23～33万円 工務経験者、１級または２級土木施工管理
技士のいずれかの免許・資格所持で可

建築技術者 ３ 23～33万円 建築工事経験者、１級または２級建築施工
管理技士のいずれかの免許・資格所持で可

株式会社  頂
林業全般（植林、下刈り、間伐、皆伐、
立木売買）、チェーンソー、草刈り機、
林業機械の運転、トラックの運転

林業作業員 １ 20～27.5万円 普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）
10ｔトラック運転手 １ 20～25万円 大型自動車運転免許
事務 １ 12.8～16万円 普通自動車運転免許（私用車を持ち込める方）

有限会社  工藤緑化 土木工事業・造園工事業・林業工事業 一般作業員 ３ 18～30万円 普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）

株式会社
豊西測量設計

測量・土木設計・補償コンサルタント・
建設コンサルタント

営業 １ 17～25万円 普通自動車運転免許
測量技術者 １ 18～35万円 普通自動車運転免許
土木設計技術者 １ 20～35万円 普通自動車運転免許

株式会社
くじゅう高原開発公社

地ビールの製造並びに販売事業、ビア
レストランの飲食営業と売店営業、地
ビールの業務用販売業務

ビール製造員（見習い） ２ 17～20万円 普通自動車運転免許（ＡＴ限定可）
配達員 １ 15～16万円 普通自動車運転免許（ＡＴ限定可）
一般事務員 １ 16～18万円 普通自動車運転免許（ＡＴ限定可）

株式会社  友岡建設 総合建設業、コンクリート製品販売

現場作業員 ３ 18～25万円 普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）

土木施工管理技士 １
20～35万円

１・２級土木施工管理技士のいずれかの免許・資
格所持で可、普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）

建築技術者 １ １級建築士・１級建築施工管理技士のいずれかの免許・
資格所持で可、普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）

社会医療法人社団
大久保病院

医療（内科、循環器内科、整形外科、外科、
消化器外科、リハビリテーション科、麻酔
科、婦人科他）、介護老人保健施設、グルー
プホーム他介護保険サービス関連事業

正看護師 １ 22.3～33.7万円 看護師免許
准看護師 １ 17.3～25.5万円 准看護師免許
介護福祉士 １ 15.3～24.9万円 介護福祉士

広域建設有限会社 舗装工事・土木一式工事
土木作業員・舗装作業員 ２ 13.8～23万円 普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）
ＣＡＤオペレーター １

13.8～14.9万円
軽作業スタッフ １

社会福祉法人
偕倖社（悠々居）

特別養護老人ホーム、デイサービス事業、
ホームヘルプ事業、ショートステイ事業、
居宅介護支援事業、在宅介護支援センター

介護職(特別養護老人ホーム悠々居） ２ 15.4～16.4万円
正・准看護師（特別養護老人ホーム悠々居） ２ 16.2～21.3万円 看護師・准看護師のいずれかの免許・資格所持で可
正・准看護師（悠々居デイサービスセンター） １ 16～21.1万円 看護師・准看護師のいずれかの免許・資格所持で可

①運転手　２人　15.3～24.5万円　②喫茶（茶房）の店員　１人　13.5～16.5万円　③清掃スタッフ　１人　14.2～
15万円　④作業員　２人　15.4～17.6万円　⑤保育士　１人　18.5～20.5万円　⑥調理及び店舗スタッフ　１人　
20～23万円　⑦営業　１人　20.6～30.7万円　⑧電気工事作業員　１人　15～30万円　⑨ドライバー　２人　20～
40万円　⑩作業療法士　１人　22～24.6万円　⑪自動車整備工　１人　18～25万円　⑫ホールスタッフ　１人　19
～26万円

〔パート求人〕（時給）
⑬受付事務員　１人　850～880円　⑭作業員（出荷作業等）　３人　900円　⑮幼稚園保育助手　１人　900円　⑯接
客係　１人　840円　⑰精肉スタッフ　１人　850円　⑱受付・清掃　１人　800円　⑲清掃スタッフ　１人　850円
⑳正・准看護師　２人　1000～1500円　㉑歯科助手　１人　950円　㉒野菜つけ物工　３人　792円　㉓調理補助　
１人　800～900円　㉔ 一般事務　１人　800～850円

問竹田市ふるさとハローワーク　☎63-1101

求
人
情
報
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１月の休日及び夜間の在宅当番医院
当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号
１㈮ 竹田医師会病院 ☎63-3241 17㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

２㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 18㈪ 道全内科 ☎63-2270

３㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 19㈫ 志賀内科 ☎63-2083

４㈪ 道全内科 ☎63-2270 20㈬ 秦医院 ☎63-2246

５㈫ 志賀内科 ☎63-2083 21㈭ 大久保病院 ☎64-7777

６㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 22㈮ 柚須医院 ☎63-2016

７㈭ 柚須医院 ☎63-2016 23㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

８㈮ くどう循環器科・内科 ☎63-2304 24㈰ 大久保病院 ☎64-7777

９㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 25㈪ 道全内科 ☎63-2270

10㈰ 大久保病院 ☎64-7777 26㈫ 志賀内科 ☎63-2083

11㈪ 竹田医師会病院 ☎63-3241 27㈬ 道全内科 ☎63-2270

12㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 28㈭ 竹田診療所 ☎62-4014

13㈬ 志賀内科 ☎63-2083 29㈮ 古島眼科 ☎63-2407

14㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387 30㈯ 大久保病院 ☎64-7777

15㈮ 竹田クリニック ☎64-9000 31㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

16㈯ 大久保病院 ☎64-7777

受付時間　平日夜間　  18：00～21：00　土曜日  13：00～21：00
　　　　　日曜、祝日　  9：00～21：00
注意事項
・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもら

うようお願いします。
・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前

に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。
・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休

日当番病院を受診してください。
※当番医の情報については、変更になる場合があります。最新

の情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご覧
いただくか、竹田市消防署（☎63-0119）でも確認できます。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

１／１㈮ 矢野歯科クリニック（三重町赤嶺） ☎0974-22-8811
１／２㈯ 高山歯科医院（竹田市竹田） ☎0974-63-2561
１／３㈰ 陽だまり歯科医院（野津町野津市北） ☎0974-32-7864
１／10㈰ まつもと歯科クリニック（竹田市玉来） ☎0974-62-2400
１／11㈪ 芦刈歯科クリニック（野津町野津市） ☎0974-32-7700
１／17㈰ 久住加藤医院歯科診療部（久住町久住） ☎0974-64-3232
１／24㈰ 朝地町アルファ歯科医院（朝地町坪泉） ☎0974-72-1032
１／31㈰ 長湯ごとう歯科（直入町長湯） ☎0974-75-3001
２／７㈰ つばさ歯科（三重町市場） ☎0974-22-6262
２／11㈭ 竹田市荻町歯科診療所（荻町馬場） ☎0974-68-3263
２／14㈰ 岩田歯科クリニック（野津町野津市） ☎0974-32-7220

※竹田市歯科医師会が実施していました当番医院体制は、４月から竹田
市歯科医師会と豊後大野市歯科医師会による輪番体制となりました。

※診療時間　9：00～12:00（受付11:30まで）
※当番医の情報については、大分県歯科医師会のホームページでも確認

することができます。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

１／１㈮ 豊後大野市民病院
１／２㈯ 豊後大野市民病院
１／３㈰ 豊後大野市民病院
１／９㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
１／10㈰ 豊後大野市民病院
１／11㈪ 豊後大野市民病院
１／16㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
１／17㈰ 豊後大野市民病院
１／23㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
１／24㈰ みやわき小児科
１／30㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
１／31㈰ 豊後大野市民病院
２／６㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
２／７㈰ 豊後大野市民病院

問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）
　みやわき小児科（☎0974-24-0230）
　三重東クリニック（☎0974-22-6333）
　竹田市立こども診療所（☎63-3838）
受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12:00）
診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）
受診時の注意　当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場合があ
ります。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署（☎63-0119）に電話
でご確認ください。また、院外薬局が休みの場合には、あらかじめ用意さ
れた約束処方となることがあります。なお、毎月の当番表については、「お
おいた医療情報ほっとネット」で公開しています。

休日・夜間の在宅当番医院／健康一直線
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市民が主役！

健康一直線
  第16回   適量の飲酒は『百薬の長』

【1日当たりの目安（純アルコール20g）】

・ビール中瓶１本（500㎖）

・日本酒１合（180㎖）

・焼酎（20度）130㎖／（25度）110㎖

・ウイスキーダブル１杯（60㎖）

・ワイン２杯（240㎖）

○女性・高齢者は上記の半量が目安
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マダム・バタフライ塾　
　オペラ『蝶々夫人』のモデルと言われている、グラバー・ツルとオ
カネさん。竹田にゆかりのある二人の女性にスポットを
あて、竹田発のオリジナル作品を創っていきます。
日　程　１月９日㈯～３月 14 日㈰（全５回、18 講座）
参加料　無料　※１講座単位での受講も可能です。

【１～２月開催講座】
  「岡藩400年の歴史からみるツルとカネ、そして廉太郎」
日　時　１月９日㈯　14:00～／18:00～、10日㈰　9:00～／13:00～
講　師　藤原惠洋（九州大学大学院教授）、安東達夫（竹田市民劇団おご

めん主宰）、工藤幸久（大分地質学会 監事）、佐伯治（元竹田市
文化財課課長）、相良義和（龍洞山 光西寺 若院）

「竹田を知る妄想大会 ツルとカネの周りの人を想像してみよう」
日　時　１月23日㈯　14:00～／18:00～、24日㈰　9:00～／13:00～
講　師　永山智行（劇団こふく劇場代表）

「竹田を好きになる！起承転結から始まるツルとカネ」
日　時　２月６日㈯　14:00～／18:00～、7日㈰　9:00～／13:00～
講　師　有吉朝子（劇団劇作家）

想像と表現ワークショップ「if ～もしも、から始まる想像体験～」
日　時　２月20日㈯　14:00～／18:00～、21日㈰ ★9:00～／13:00～
講　師　市村啓二（俳優・演出家・脚本家）
★印は主に小中高校生に向けた内容ですが、どなたでも参加可能です。

いま、聴いてほしい至高の音楽
川畠成道 ヴァイオリン・リサイタル
　　　　　　　　　　　　　 ピアノ  寺嶋陸也
　今年、没後100年を迎えるサン＝サーンスの至高の名作「ヴァイオリンソナタ
第１番」をはじめとした“フランスエスプリの薫り”をお届けします。
日　時　１月16日㈯　18:00開場　18:30開演　　会　場　廉太郎ホール
出　演　川畠成道（ヴァイオリン）、寺嶋陸也（ピアノ）
入場料　一般3,500円　市民価格 2,500円　高校生以下1,000円

プレセミナー
　川畠成道のココが聴きどころ！リサイタルの愉しみ方講座
時　間　17:00～17:50　　会　場　キナーレ
講　師　道下京子（音楽評論家）
入場料　無料

ウェルカムコンサート   【竹田版アーティスト支援事業】
　開演前に若手演奏家５人による弦楽５重奏をお届けします。
時　間　17:50～18:10　　会　場　キナーレ
※当日予定しておりました「エスプリ薫るフレンチマルシェ」は、
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止とさせていただきます。

新型コロナウイルス感染防止について
新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力をお願いします。

チケット取り扱い
グランツたけた窓口またはライブポケットにて
※入場料はすべて消費税込
※窓口は9:00～19:00（休館日を除く）
※３歳未満・未就学児入場不可公演は有料託児サービス有
　（要事前申込）

お問い合わせ
グランツたけた　☎63-4837

ホームページ　http://www.taketa-city.com/glanz/

グランツたけたからのお知らせ

竹田版アーティスト支援事業 ※入場無料（０歳から入場可）

ニュー・イヤー・コンサート

「城下町に響く弦楽五重奏」
日　時　１月15日㈮　18:00～18:40
会　場　城下町交流プラザ
出　演　朝来桂一、野田沙織（ヴァイオリン）、
　　　　島森恵三（ヴィオラ）、宇野健太（チェロ）、
　　　　森田良平（コントラバス）

ふらっと気楽に！ “ふら×きら”コンサートvol.23
Open Air Opera

「歌で巡る世界の旅」
日　時　１月17日㈰　15:00開演
会　場　くじゅうサンホール
出　演　新見準平（バリトン）
　　　　小村朋代（ソプラノ）、後藤秀樹（ピアノ）

グランツ映画館“玉洗劇場”

 『37セカンズ』
　出生時に37秒間呼吸が止まった
ことで脳性麻痺となった主人公の成
長を描くヒューマンドラマ。
日　時　１月30日㈯
　　　　10:00～／14:00～／18:00～
　　　　（1日３回上映、各回20分前開場）
会　場　キナーレ
入場料　前売　一般1,000円、高校生以下500円
　　　　当日　一般1,200円、高校生以下600円

・２月12日㈮、13日㈯
　即興芝居×即興コメディ　ロクディム
　「バレンタインだ！この瞬間を一緒に笑おう」
・２月14日㈰　佐藤美枝子 ソプラノ・リサイタル
・２月27日㈯　吉本ミニ新喜劇＆バラエティ inたけた

【公演中止のお知らせ】
　３月に予定していた公演「ミラノ大聖堂聖歌隊と
真言宗声明による祈りの音楽」は中止となりました。

・問

大分県の若手アーティスト
共演決定！

開演前にウエルカムコンサートも。
　世界で活躍するアーティストと、大分県内の若手
アーティストが「タイスの瞑想曲」を演奏します。ヴァ
イオリン・朝来桂一（大分市）、野田沙織（熊本市、
大分県立芸術文化短期大学卒）、ヴィオラ・島森恵三（大
分市）、チェロ・宇野健太（日田市）、コントラバス・
森田良平（竹田市）。
　竹田だけの特別プログラムにご期待ください。

速報 !

参加者募集

竹田版アーティスト支援事業
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１月

開館のご案内

新刊のご案内

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）
　開館時間  午前10時～午後６時　休館日 月曜日・第４金曜日

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）
　開館時間  午前10時～午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717／FAX 76-0724）
直入図書室（TEL 75-2211／FAX 75-2217）
　開館時間 午前８時30分～午後５時　休館日 土・日・祝日等

【一般書】
・とわの庭［新潮社］　　　　　　　　　　　　　　小川　糸
・夜明けのすべて［水鈴社］　　　　　　　　　瀬尾　まいこ
・湖の女たち［新潮社］　　　　　　　　　　　　吉田　修一
・扇物語［講談社］　　　　　　　　　　　　　　西尾　維新
・犬がいた季節［双葉社］　　　　　　　　　　　伊吹　有喜
・くちばみ［小学館］　　　　　　　　　　　　　花村　萬月
・相剋－越境捜査８－［双葉社］　　　　　　　　笹本　稜平
・眠れる美女たち　上・下［文藝春秋］

スティーヴン・キング、オーウェン・キング
・見果てぬ花［小学館］　　　　　　　　　　　　浅田　次郎
・ますます健康川柳 210の教え［幻冬舎］　　　　 近藤　勝重
・ブロークン・ブリテンに聞け［講談社］ ブレイディ　みかこ
・いい白髪ケア、やばい白髪ケア［小学館］　　　伊熊　奈美
・家族のトリセツ［NHK出版］　　　　　　　　黒川　伊保子
・志麻さん式 定番家族ごはん［日経BP］　　　  タサン　志麻
・なぜか好かれる人がやっている100の習慣［明日香出版社］

藤本　梨恵子

【児童書】
・くまのこのるうくんとおばけのこ［くもん出版］

東　直子　作／吉田　尚令　絵
・おねえちゃんって、きょうもやきもき！［岩崎書店］

いとう　みく
・おとうとのたからもの［岩崎書店］　　　　　小手鞠　るい
・劇場版鬼滅の刃　無限列車編（ノベライズみらい文庫版）
　［集英社］　　　　　吾峠　呼世晴　原作／松田　朱夏　著
・命のものさし－動物の命・人間の命・わたしの命－
　［合同出版］　　　　　今西　乃子　著／浜田　一男　写真
・５分後に恋の魔法が解けるまで － 一番星見つけた －
　［学研プラス］　　　　　　　　　　　　　　　　眞波　蒼
・子どもを守る言葉『同意』って何？－YES、NOは自分が決め

る！－［集英社］　　　　　　　　レイチェル・ブライアン
・ノラネコぐんだんケーキをたべる［白泉社］　工藤　ノリコ
・まどのむこうのくだものなあに？［福音館書店］荒井　真紀
・ほげちゃんとおともだち［偕成社］　　　　　やぎ　たみこ
・うごきません。［パイインターナショナル］

大塚　健太　作／柴田　ケイコ　絵
・ふゆごもりのまえに［福音館書店］　　　ジャン・ブレット

ほか　250冊ほど入りました。

司書おすすめの一冊
「影に対して －母をめぐる物語－」

「祖母漫画　ハルエさん」

「名作古典にでてくる どうぶつの不思議なむかしばなし」

遠藤　周作　　新潮社

こうの　みさと　　たちき書房

福井　栄一　著／三本　桂子　絵　　汐文社

　完成しながらも発表されず、手許に残された
「影に対して」。

    　「理由が何であれ、母を裏切り見棄てた事実に
は変りはない」。しかし『沈黙』『深い河』などの
登場人物が、ついにキリストを棄てられなかっ
たように、真に母を棄て、母と別れられる者な
どいない―。かつて暮した街を訪ね（「六日間の
旅行」「初恋」）、破戒した神父を思い（「影法師」）、

かくれキリシタンの里を歩きながら（「母なるもの」）、失われた
“母”と還るべき場所を求め、長い歳月をかけて執筆された全七篇。
著者が長い時間をかけて少しずつ変化や深まりを見せながら、母
について書き継いだ作品群をぜひ味わってみてください。

　竹田市出身のこうのみさとさんによるおば
あちゃんの日常を描いた祖母漫画が出来まし
た！おばあちゃんと猫３匹と暮らす６人家族
のこうのさん家。何ともチャーミングなおば
あちゃんのほほ笑ましいエピソードに心が
ほっこりします。

　犬がなみだを流したそのわけは？虎と鮫、陸
と海の王者のたたかいの結末は？
　日本人は昔から「いきものたち」（陸での「どう
ぶつ」たち、海や川での「さかな」たち、空での「と
り」たちなど）にやさしいまなざしをむけてきま
した。いのちにまつわる不思議とおどろきのも
のがたりを教科書などでもおなじみの有名な古
典文学作品からえりすぐって集めています。「ど
うぶつ」の不思議で面白いものがたりをぜひ読
んでみてください。

内田　麟太郎　詩／高畠　純　絵　　アリス館

「うし」

　さあ今年は丑年です！この本にはうしし
か出てきません。
　うしがうしろをふりかえったら、うしが
いた……。
　どんどんふえて、さあどうなる ! ? おもし
ろすぎてモウしわけない‼という詩のえほ
んを丑年の初めにぜひどうぞ。

児童書

郷土の本

　明けましておめでとうございます。さあ2021年がスタートしました！
　図書館は５日㈫から開館します。今年も竹田市立図書館をどんどんご利用
ください。どうぞよろしくお願いします。
　皆さまにとって良い１年でありますように。

おはなしひろば　　毎週火曜日　10:30～11:00
たけのこ文庫のおはなし会　　　１月 ９ 日㈯　15:00～15:30
おはなしルーム　　竹田幼稚園　１月 14日㈭　14:00～14:30
　　　　　　　　　南部幼稚園　１月 21日㈭　14:00～14:30

今月の読み聞かせ

一般書

読み聞かせに
おすすめの

一冊
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市長コラム
〈第136回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが  『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

　

先
月
、
東
京
で
の
全
国
大
会
の
折
に
、
そ
の
桜

田
さ
ん
の
講
演
を
聞
く
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
会
場

で
は
質
疑
応
答
の
場
面
で
、
私
は
桜
田
さ
ん
と
小

さ
な
対
談
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
の
交

流
会
で
も
私
は
桜
田
さ
ん
に
心
が
引
き
寄
せ
ら
れ

た
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
山
中
伸
弥
さ
ん
や

脳
科
学
者
の
茂
木
健
一
郎
さ
ん
ら
と
も
大
親
友
の

桜
田
さ
ん
で
あ
る
。
そ
の
考
え
方
、
も
の
の
感
じ

方
が
魅
力
的
で
な
い
は
ず
は
な
い
。

☆

　

桜
田
さ
ん
と
信
頼
厚
い
茂
木
さ
ん
が
そ
の
著
書

で
も
言
っ
て
い
る『
言
葉
が
脳
を
と
き
め
か
せ
る
』

と
い
う
２
人
が
唱
え
る
世
界
は
興
味
深
い
。

　

ま
ず
、
茂
木
さ
ん
は『
私
が
懇
意
に
し
て
い
る

成
功
者
は
、
過
去
で
は
な
く
て
未
来
の
こ
と
を
語

り
ま
す
』と
切
り
出
し
て
い
る
。『
成
功
者
は
ネ
ガ

テ
ィ
ブ（
否
定
的
・
批
判
的
）で
は
な
く
、
ポ
ジ
ィ

テ
ィ
ブ（
肯
定
的
・
積
極
的
）な
発
言
を
し
ま
す
。

何
事
も
前
向
き
に
と
ら
え
て
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し

い
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
飛
躍
的
な
成

長
を
遂
げ
て
成
功
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
』と
も

紹
介
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
茂
木
さ
ん
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。『
幸

運
を
呼
び
込
ん
で
い
る
成
功
者
は
、
人
の
役
に
立

つ
こ
と
を
考
え
て
発
言
し
行
動
し
て
い
る
と
い
う

共
通
点
を
持
っ
て
い
ま
す
』と
も
。

　

茂
木
さ
ん
が
そ
の
こ
と
に
気
付
い
た
き
っ
か
け

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の『
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル　

仕
事

の
流
儀
』と
い
う
番
組
の
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務
め
て

い
た
と
き
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
う
言
え
ば
、
こ
の

番
組
に
は
竹
田
市
出
身
の
銀
座
の
マ
マ
、
白
坂
亜

紀
さ
ん
も
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
も

め
げ
ず
に
、
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
る
白
坂
さ
ん
は
、

ま
さ
に
未
来
を
語
り
、
そ
し
て
日
本
全
国
に
勇
気

を
も
た
ら
そ
う
と
熱
気
あ
ふ
れ
る
行
動
を
し
て
い

る
の
だ
。

　

さ
ら
に
茂
木
さ
ん
は
言
う
。『
番
組
に
登
場
し

た
ほ
ぼ
す
べ
て
の
ゲ
ス
ト
が
、「
自
分
の
た
め
に

何
か
を
や
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
ま
ず
世
の

中
や
人
の
た
め
に
ど
う
い
う
こ
と
を
す
れ
ば
よ

い
の
だ
ろ
う
か
」と
い
う
こ
と
を
考
え
て
発
言
し
、

行
動
し
て
い
た
人
ば
か
り
だ
っ
た
か
ら
で
す
』と
。

　

茂
木
さ
ん
の
友
人
で
あ
る
桜
田
さ
ん
は
、
ま
さ

に
そ
の
お
手
本
の
よ
う
な
科
学
者
で
あ
る
。
茂
木

さ
ん
と
強
い
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
の
は
当

然
だ
ろ
う
。

☆

　

さ
て
。
そ
ん
な
桜
田
さ
ん
が
書
い
た『
亜
種
の

起
源
』に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
本

は
竹
田
市
図
書
館
に
も
備
え
て
い
る
が
是
非
お
読

み
い
た
だ
き
た
い
。
コ
ロ
ナ
感
染
の
危
険
性
が
高

ま
る
中
、
自
宅
か
ら
出
れ
な
い
年
末
年
始
に
読
め

れ
ば
幸
運
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

　

と
こ
ろ
で
。
私
は
桜
田
さ
ん
に
面
談
し
た
際
に

揮
毫
を
お
願
い
し
た
。
座
右
の
銘
の
よ
う
な
大
切

な
言
葉
が
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
と
厚
か
ま
し
く

も
お
願
い
し
て
い
た
ら
、
和
紙
に
揮
毫
さ
れ
た
達

筆
が
届
い
た
。
内
容
は
冒
頭
に
紹
介
し
た『
一
塵

不
染
』で
あ
る
。

　

仏
教
に
由
来
す
る
中
国
の
こ
と
わ
ざ
で
、『
塵

一
つ
も
染
ま
ら
ず
、
香
り
骨
に
至
る
』だ
と
桜
田

さ
ん
は
著
書
の
中
で
触
れ
て
い
る
。

  

『
自
分
の
我
欲
を
抑
制
し
、
相
手
の
我
欲
に
寛

容
に
な
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
塵
に

染
ま
っ
た
頑
な
な
自
分
の
心
に
愕
然
と
す
る
。
人

生
に
見
返
り
を
求
め
ず
、
生
命
の
旋
律
の
な
か
に

身
を
委
ね
た
い
。
そ
れ
は
人
や
自
然
を
信
頼
す
る

こ
と
で
始
ま
る
。
生
物
と
生
物
は
互
い
に
協
創
し
、

新
し
い
旋
律
を
生
み
出
し
て
き
た
。
花
鳥
風
月
の

奏
で
る
自
然
の
旋
律
の
な
か
に
自
分
の
人
生
を
重

ね
た
い
』。
桜
田
さ
ん
は
、
そ
の
著
書『
亜
種
の
起

源
』の
な
か
で
、
そ
う
ま
と
め
て
い
る
。

　

新
し
い
生
命
像
と
生
命
科
学
の
鍵
を
握
る
の
は
、

「『
協
創
』か
ら
世
界
を
理
解
す
る
」こ
と
で
あ
っ
た

と
語
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
。
内
在
的
な
価
値
に
基
づ
い
た
発
見
と

至
高
性
か
ら
な
る
社
会
へ
の
転
換
に
役
立
つ
の
で

あ
れ
ば
、
研
究
者
冥
利
に
尽
き
る
の
だ
と
桜
田
さ

ん
は
結
ん
で
い
る
。

　

桜
田
さ
ん
が
、
こ
の
言
葉
に
た
ど
り
着
い
た
プ

ロ
ロ
ー
グ
が
興
味
深
い
が
、
そ
れ
は
是
非
著
書
で

読
み
解
い
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　

こ
の
揮
毫
が
、
新
年
を
迎
え
た
竹
田
市
に
と
っ

て
家
宝
の
よ
う
な
存
在
と
な
っ
て
未
来
を
語
る
こ

と
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
私
が
い
る
。

成
功
者
は
過
去
で
は
な
く
未
来
を
語
る

幸
運
を
呼
び
込
む
た
め
の
秘
訣

←
桜田一洋さん揮毫の

「一塵不染」

  『
一
塵
不
染
』、
緊
張
感
の
極
ま
る
こ
の
言
葉
を
揮
毫
し
て
く
れ
た
の
は
、
ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
創
っ

た
天
才
科
学
者
で
あ
る
桜
田
一
洋
さ
ん
だ
。

　

意
味
は
、
少
し
の
塵
に
も
染
ま
ら
な
い
で
、
極
め
て
き
れ
い
な
こ
と
か
ら
、
物
欲
に
染
ま
る
こ
と

の
な
い
清
廉
潔
白
な
人
柄
を
た
と
え
た
言
葉
で
あ
る
。
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中
臣
さ
ん
は
１
９
７
４
年
大
阪

生
ま
れ
。
高
校
ま
で
大
阪
で
暮
ら

し
、
早
稲
田
大
学
商
学
部
に
進
学
し

た
。
４
年
に
な
り
、
周
囲
が
就
職
な

ど
の
進
路
を
決
め
て
い
く
中
で「
自

分
が
普
通
に
勤
め
て
い
る
姿
が
ど
う

し
て
も
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
か
っ
た
」

と
い
う
。
在
学
中
に
陶
芸
サ
ー
ク
ル

に
入
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
伝

統
工
芸
の
な
か
で
、
自
分
が
仕
事
に

で
き
る
も
の
を
模
索
。
結
果
、「
一

番
し
っ
く
り
来
た
」竹
工
芸
を
志
す
。

　

竹
工
芸
を
学
ぶ
た
め
、
別
府
市
に

あ
る
大
分
県
立
竹
工
芸
訓
練
セ
ン

タ
ー
を
志
望
。
こ
こ
は
後
継
者
育
成

の
た
め
の
職
業
能
力
開
発
校
で
、
無

料
で
技
術
が
学
べ
る
そ
う
だ
。
こ
こ

で
２
年
間
か
け
て
基
礎
を
学
ん
だ
。

今
ま
で
、
大
阪
、
新
宿
と
大
都
会
で

暮
ら
し
て
き
た
だ
け
に
、
別
府
は
文

化
的
な
施
設
も
何
も
な
く
、「
寂
し

い
田
舎
に
来
て
し
ま
っ
た
な
」と
感

じ
た
そ
う
だ
。

　

修
了
後
は
そ
の
ま
ま
別
府
で
、
本ほ
ん

田だ

聖し
ょ
う

流り
ゅ
う

氏
に
師
事
。
本
田
先
生
は

海
外
で
多
く
の
作
品
を
発
表
し
て
お

り
、
自
身
も
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
や
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
美
術
館

な
ど
、
海
外
で
作
品
を
発
表
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
日
本
で
は
笊
や
籠
な

ど
、
日
用
品
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
竹

製
品
だ
が
、
海
外
で
は
そ
う
い
っ
た

先
入
観
な
し
に
、
美
術
作
品
と
し
て

受
け
入
れ
て
く
れ
る
そ
う
だ
。

　

２
０
０
５
年
に
独
立
し
た
後
は
、

快
適
な
仕
事
環
境
を
求
め
て
、
別
府
、

庄
内
と
拠
点
を
移
し
、
２
０
１
２
年

に
竹
田
に
来
た
。「
竹
田
は
、
昔
か

ら
芸
術
家
が
活
動
し
て
き
た
と
い
う

下
地
も
あ
り
、
行
政
も
移
住
定
住
に

力
を
入
れ
て
い
た
。
城
下
町
と
い
う

点
に
も
興
味
が
あ
り
、
一
度
住
ん
で

み
た
い
と
思
っ
た
」と
話
し
て
く
れ

た
。
能
舞
台
が
あ
る
な
ど
、
市
民
の

文
化
的
素
養
の
高
さ
に
も
驚
き
、「
今

ま
で
住
ん
だ
ど
こ
よ
り
も
、
文
化

芸
術
に
理
解
の
あ
る
町
」だ
と
い
う
。

今
は
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
て

い
た
築
１
０
０
年
ほ
ど
に
な
る
古
民

家
を
、
市
の
補
助
や
周
囲
の
力
を
借

り
て
改
修
し
て
住
ん
で
い
る
。
静
か

に
佇
む
歴
史
の
趣
き
あ
る
家
か
ら
も
、

作
品
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得

て
い
る
よ
う
だ
。

　

最
初
は
自
宅
を
ア
ト
リ
エ
と
し
て

使
っ
て
い
た
が
、
手
狭
に
な
っ
た
た

め
、
２
０
１
４
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

Ｔ
Ｓ
Ｇ（
竹
田
総
合
学
院
）に
創
作
の

場
を
移
し
た
。「
こ
れ
ほ
ど
制
作
環

境
の
良
い
場
所
は
ほ
か
に
な
い
」と

絶
賛
。
こ
こ
に
い
る
か
ら
こ
そ
、
生

ま
れ
た
作
品
も
数
多
く
あ
る
。

  

「
竹
田
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
ほ
ど
良

い
サ
イ
ズ
感
」と
話
す
中
臣
さ
ん
。

　

人
が
つ
な
が
り
や
す
い「
ち
ょ
う

ど
良
い
」距
離
感
が
竹
田
に
は
あ
る

と
い
う
。
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
作
家
た

ち
と
も
交
流
が
あ
り
、
み
ん
な
知
り

合
い
だ
そ
う
だ
。

　

こ
れ
か
ら
も
精
力
的
に
、
海
外
を

メ
イ
ン
と
し
た
作
品
発
表
を
続
け
な

が
ら
、「
お
世
話
に
な
っ
た
、
地
元

竹
田
に
も
恩
返
し
を
し
た
い
」と
未

来
を
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
た
。

竹
田
の「
星
」
再
発
見
③

　

大
都
会
か
ら
、
竹
藝
家
を
志
し
て
大
分
に
移
り
住
ん
で
き
た
中な
か

臣と
み

一は
じ
めさ
ん
。

作
品
制
作
に
適
し
た
地
を
探
し
て
い
く
う
ち
に
竹
田
へ
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

小
さ
な
城
下
町
か
ら
世
界
へ
と
、
精
力
的
な
作
品
の
発
表
を
続
け
て
い
ま
す
。

竹
藝
家 

中
臣  

一
さ
ん

↑完成間近の中臣さんの作品

↑図書館の小さなギャラリー。図書館は、建設の際の市民
代表の１人としても携わっており「よく本を借りに行っ
ています」という。今回の展示もそんな縁で実現した

↑制作に使う竹と。使用する竹の約半数が
竹田産だという

↑「できあがるとこんな感じになります」 と
制作中の天井装飾を見せてもらった

な
か
と
み　

は
じ
め
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丘
き
ゅ
う

陵
り
ょ
う

地ち

か
ら
低て

い

山ざ
ん

地ち

の
半は

ん

陰い
ん

地ち

の
林り

ん

内な
い

か
林
の
ふ
ち
に
生
育
す
る

高
さ
７
㌢
ほ
ど
の
多
年
草
で
す
。

好
む
場
所
は
適て

き

度ど

な
湿し

っ

気き

を
含ふ

く

ん

だ
土ど

壌じ
ょ
う

で
水
は
け
の
よ
い
傾け

い

斜し
ゃ

地ち

で
す
。
本ほ

ん

種し
ゅ

は
地ち

上
じ
ょ
う

茎け
い

が
あ
り
ま

せ
ん
。

　

束そ
く

生せ
い

す
る
長
い
柄え

を
も
つ
根こ

ん

生せ
い

葉よ
う

は
三さ

ん

角か
く

形け
い

状じ
ょ
う

の
長

ち
ょ
う

卵ら
ん

形け
い

で
、
ふ

ち
に
は
低
い
波は

状じ
ょ
う

の
鋸き

ょ

歯し

が
あ
り
、

先
は
と
が
り
基き

部ぶ

は
深
い
心し

ん

形け
い

で

裏り

面め
ん

は
紫し

色し
ょ
く

を
帯お

び
ま
す
。
斜な

な

め

に
立
つ
葉
の
大
き
さ
は
長
さ
５
㌢
、

幅
が
３
㌢
ほ
ど
で
す
。

　

早
春
の
頃
、
ス
ミ
レ
の
仲
間
で

は
早
い
時じ

期き

に
径
１
・
５
㌢
ほ
ど

の
淡た

ん

紅こ
う

色し
ょ
く

の
上

じ
ょ
う

品ひ
ん

な
花
を
咲
か
せ

ま
す
。
上

じ
ょ
う

弁べ
ん

が
２
個
、
内う

ち

側が
わ

の
基

部
に
毛
の
あ
る
側そ

く

弁べ
ん

が
２
個
、
下

部
の
唇し

ん

弁べ
ん

が
１
個
の
５
弁
花
で
す
。

唇
弁
の
内
側
に
は
濃の

う

紫し

色し
ょ
く

の
筋す

じ

が

数す
う

本ほ
ん

あ
り
ま
す
。

　

和
名
の
由
来
は
草
の
姿す

が
た

が
弱よ

わ

々よ
わ

し
く
花
が
美
し
く
愛あ

い

ら
し
い
の
で

雛ヒ
ナ

菫ス
ミ
レ

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
丘
陵
地
の
里さ

と

山や
ま

の
、

ご
く
一
部
の
限
ら
れ
た
場ば

所し
ょ

で
観か

ん

察さ
つ

さ
れ
ま
す
が
、
個こ

体た
い

は
少
な
く
、

そ
う
た
や
す
く
お
目
に
か
か
れ
ま

せ
ん
。
花
期
は
３
月
か
ら
４
月
で

す
。

阿孫  久見

ヒナスミレ（スミレ科）
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